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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）において、２つまたはそれ以上のＵＥを対象とするポイント
ツーマルチポイント（ＰＴＭ）送信の第１のセットのためにワイヤレスリソースの第１の
セットを割り振る第１の制御チャネル送信と、前記第１のＵＥを対象とするユニキャスト
送信の第２のセットのためにワイヤレスリソースの第２のセットを割り振る第２の制御チ
ャネル送信とを受信することと、
　ＰＴＭ送信の前記第１のセットの受信のための第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間
と、前記第１のＵＥを対象とするユニキャスト送信の前記第２のセットの受信のための第
２のＴＴＩ持続時間とを識別することと、ここにおいて、前記第２のＴＴＩ持続時間が前
記第１のＴＴＩ持続時間よりも長く、
　前記第１の制御チャネル送信の受信に少なくとも部分的に基づいて、ＰＴＭ送信の前記
第１のセットが前記第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定することと、
　前記決定することに応答して、ワイヤレスリソースの前記第１のセットを使用して、Ｐ
ＴＭ送信の前記第１のセットを受信することと、ここにおいて、ワイヤレスリソースの前
記第１のセットが前記第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成される、
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第１の制御チャネル送信が、送信の前記第１のセットのためのスケジューリング情
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報または後続の制御チャネル送信を監視するための監視持続時間のうちの１つまたは複数
を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　送信の前記第１のセットが、ワイヤレスリソースの前記第１のセットによって識別され
るトラフィックチャネルを介して受信され、前記トラフィックチャネルが、送信の前記第
２のセットのために使用される物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の一部分を
備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のＴＴＩ持続時間と前記第２のＴＴＩ持続時間とを識別することは、
　前記第２のＴＴＩ持続時間が無線フレームのサブフレームの持続時間に対応し、前記第
１のＴＴＩ持続時間が前記サブフレームの前記持続時間の一部分に対応すると決定するこ
と、ここにおいて、前記サブフレームの前記持続時間が、２つまたはそれ以上の直交周波
数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル期間を備え、ここにおいて、前記第１のＴＴＩ持続時間
が、前記ＯＦＤＭシンボル期間のうちの１つまたは複数に対応し、ここにおいて、前記サ
ブフレームの前記持続時間が、前記第１のＴＴＩ持続時間を有する第１のＴＴＩのセット
を備え、ここにおいて、送信の前記第１のセットが、異なるサブフレーム内の同じ第１の
ＴＴＩロケーションにおいて送信される、
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のＵＥが、第１のグループ識別情報を有し、送信の前記第１のセットが前記第
１のＵＥによって受信されるべきであると決定することが、前記第１のグループ識別情報
と送信の前記第１のセットに関連するグループインジケーションとに少なくとも部分的に
基づき、前記第１のグループ識別情報が、第１のブロードキャストサービスに関連し、こ
こにおいて、前記方法は、
　　第２のサービスに関連する前記第１のＵＥの第２のグループ識別情報を識別すること
と、
　　前記第２のグループ識別情報と、２つまたはそれ以上のＵＥを対象とし、前記第２の
サービスに関連する送信の第３のセットに関連する第２のグループインジケーションとに
少なくとも部分的に基づいて、送信の前記第３のセットが、前記第１のＵＥにおいて受信
されるべきであると決定することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　送信の前記第３のセットが、前記第１のＴＴＩ持続時間を使用し、ここにおいて、前記
方法が、
　前記第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースのセットを使用して
送信の前記第３のセットを受信すること、ここにおいて、送信の前記第１のセットが、１
つまたは複数のサブフレームの第１のスロットにおいて送信され、送信の前記第３のセッ
トが、前記１つまたは複数のサブフレームの第２のスロットにおいて送信され、前記１つ
または複数のサブフレームの前記第１のスロットと、より多くのサブフレームのうちの前
記１つの前記第２のスロットとが、前記第１のＴＴＩ持続時間を有する、
　をさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のＵＥにおいて、送信の前記第３のセットを受信するための第３のＴＴＩ持続
時間を識別することと、
　前記第３のＴＴＩ持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースのセットを使用して
送信の前記第３のセットを受信することと
　をさらに備える、請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の制御チャネル送信が前記第１のＴＴＩ持続時間を示す、請求項１に記載の方
法。



(3) JP 6911042 B2 2021.7.28

10

20

30

40

50

【請求項９】
　前記第１のＴＴＩ持続時間の前記インジケーションが、送信の前記第１のセットを含む
ダウンリンクワイヤレスリソースのインジケーションにおいて動的に受信される、請求項
８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のＴＴＩ持続時間の前記インジケーションが、送信の前記第１のセットに関連
する１つまたは複数のパラメータを構成するシステム情報ブロック（ＳＩＢ）において半
静的に受信される、請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のＴＴＩ持続時間が、前記第１のＵＥに送信されるユニキャスト送信のセット
を受信するための低レイテンシＴＴＩの持続時間と対応する、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　１つまたは複数の第１のＴＴＩ間欠受信（ＤＲＸ）パラメータを１つまたは複数の第２
のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータとは別々に構成すること
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記構成することは、
　送信の前記第１のセットが前記第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定される
とき、ＤＲＸを中止すること、
　送信の前記第１のセットのトラフィックタイプに少なくとも部分的に基づいて、前記１
つまたは複数の第１のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータを設定すること、または
　前記第２のＴＴＩ持続時間に基づいて第１のＴＴＩ　ＤＲＸ周期性またはオフセットを
設定することおよび前記第１のＴＴＩ持続時間に基づいて第１のＴＴＩ　ＤＲＸオン持続
時間を設定すること
のうちの１つまたは複数を備える、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）において、２つまたはそれ以上のＵＥを対象とするポイント
ツーマルチポイント（ＰＴＭ）送信の第１のセットのためにワイヤレスリソースの第１の
セットを割り振る第１の制御チャネル送信と、前記第１のＵＥを対象とするユニキャスト
送信の第２のセットのためにワイヤレスリソースの第２のセットを割り振る第２の制御チ
ャネル送信とを受信するための手段と、
　ＰＴＭ送信の前記第１のセットの受信のための第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間
と、前記第１のＵＥを対象とするユニキャスト送信の前記第２のセットの受信のための第
２のＴＴＩ持続時間とを識別するための手段と、ここにおいて、前記第２のＴＴＩ持続時
間が前記第１のＴＴＩ持続時間よりも長く、
　前記第１の制御チャネル送信の受信に少なくとも部分的に基づいて、ＰＴＭ送信の前記
第１のセットが前記第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定するための手段と、
　前記決定することに応答して、ワイヤレスリソースの前記第１のセットを使用して、Ｐ
ＴＭ送信の前記第１のセットを受信するための手段と、ここにおいて、ワイヤレスリソー
スの前記第１のセットが前記第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成される、
　を備える、装置。
【請求項１５】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的なコンピュータ可読媒体であって、
前記コードは、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）において、２つまたはそれ以上のＵＥを対象とするポイント
ツーマルチポイント（ＰＴＭ）送信の第１のセットのためにワイヤレスリソースの第１の
セットを割り振る第１の制御チャネル送信と、前記第１のＵＥを対象とするユニキャスト
送信の第２のセットのためにワイヤレスリソースの第２のセットを割り振る第２の制御チ
ャネル送信とを受信することと、
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　ＰＴＭ送信の前記第１のセットの受信のための第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間
と、前記第１のＵＥを対象とするユニキャスト送信の前記第２のセットの受信のための第
２のＴＴＩ持続時間とを識別することと、ここにおいて、前記第２のＴＴＩ持続時間が前
記第１のＴＴＩ持続時間よりも長く、
　前記第１の制御チャネル送信の受信に少なくとも部分的に基づいて、ＰＴＭ送信の前記
第１のセットが前記第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定することと、
　前記決定することに応答して、ワイヤレスリソースの前記第１のセットを使用して、Ｐ
ＴＭ送信の前記第１のセットを受信することと、ここにおいて、ワイヤレスリソースの前
記第１のセットが前記第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成される、
　を行うために実行可能な命令を備える、非一時的なコンピュータ可読媒体。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　[0001]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１６年１１月３０日に
出願された、「Low Latency Point to Multipoint Communication Techniquesと題する、
Ｈｏｓｓｅｉｎｉらによる米国特許出願第１５／３６５，５３９号、および２０１６年３
月１０日に出願された、「Low Latency Point to Multipoint Communication Techniques
」と題する、Ｈｏｓｓｅｉｎｉらによる米国仮特許出願第６２／３０６，５８８号に対す
る優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]以下は、一般にワイヤレス通信に関し、より詳細には、低レイテンシポイントツ
ーマルチポイント（ＰＴＭ：point to multipoint）通信に関する。
【０００３】
　[0003]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、
ブロードキャストなど、様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開されて
いる。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（たとえば、時間、周波数、お
よび電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能であ
り得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム、
時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、およ
び直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。ワイヤレス多元接続通信シス
テムは、場合によってはユーザ機器（ＵＥ）として知られていることがある、複数の通信
デバイスのための通信を各々が同時にサポートする、いくつかの基地局を含み得る。
【０００４】
　[0004]ワイヤレス多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが都市、国家、地域、さ
らには地球規模で通信することを可能にする共通プロトコルを与えるために様々な電気通
信規格において採用されている。例示的な電気通信規格はロングタームエボリューション
（ＬＴＥ（登録商標））である。ＬＴＥは、スペクトル効率を改善し、コストを低下させ
、サービスを改善し、新しいスペクトルを利用し、他のオープン規格とより良く一体化す
るように設計される。ＬＴＥは、ダウンリンク（ＤＬ）上でＯＦＤＭＡを使用し、アップ
リンク（ＵＬ）上でシングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）を使用し、
多入力多出力（ＭＩＭＯ）アンテナ技術を使用し得る。いくつかの展開では、基地局は、
単一のＵＥによる受信を対象とするユニキャスト送信を送信し得、また、２つまたはそれ
以上のＵＥによる受信を対象とするブロードキャスト送信またはマルチキャスト送信を送
信し得る。ブロードキャスト送信またはマルチキャスト送信は、ポイントツーマルチポイ
ント（ＰＴＭ）送信と呼ばれることもある。
【０００５】
　[0005]いくつかの場合には、ワイヤレスデバイスが、低レイテンシ通信のために構成さ
れ得る。すなわち、デバイスは、システムにおいて他の送信時間間隔（ＴＴＩ）に対して
持続時間がより短いＴＴＩを使用して通信し得、これは送信間の時間を低減し得る。いく
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つかの状況では、基地局とＵＥとの間のデータレートが、送信のレイテンシに基づいて制
約され得る。送信の関係するデータトラフィックのサービス品質が高い場合など、いくつ
かの場合には、他のデータトラフィックに対してあるトラフィックのためにより高いデー
タレートを有することが望ましいことがある。さらに、いくつかの例では、基地局とＵＥ
とは、共有無線周波数スペクトル帯域上で競合ベース技法を使用して通信し得、複数のＵ
Ｅに送信されるより短い持続時間ＴＴＩを用いた送信が、そのようなシステムの動作を向
上させ得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[0006]説明される技法は、低レイテンシポイントツーマルチポイント（ＰＴＭ）通信を
サポートする、改善された方法、システム、デバイス、または装置に関する。基地局が、
第１のユーザ機器（ＵＥ）および第２のＵＥとのＰＴＭ送信のためにワイヤレスリソース
の第１のセットを割り振り得、第１のＵＥへのユニキャスト送信のためにワイヤレスリソ
ースの第２のセットを割り振り得る。ＰＴＭ送信は、ユニキャスト送信に関連する第２の
送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間よりも短い第１のＴＴＩ持続時間に関連し得る。いくつ
かの例では、ＰＴＭリソースの異なるセットが、異なるＴＴＩ持続時間を有する異なるＰ
ＴＭ送信のために割り振られ得る。同様に、異なるユニキャストリソースが、異なるＴＴ
Ｉ持続時間を有する異なるユニキャスト送信のために割り振られ得る。
【０００７】
　[0007]ワイヤレスリソースの割振りは、たとえば、第１のＵＥおよび第２のＵＥにおい
て受信され得る、１つまたは複数の制御チャネル送信において基地局によって送信され得
る。第１のＵＥおよび第２のＵＥは、１つまたは複数の制御チャネル送信を受信し、第１
のＴＴＩ持続時間と第２のＴＴＩ持続時間とを識別し得る。第１のＵＥおよび第２のＵＥ
はまた、１つまたは複数の制御チャネル送信に少なくとも部分的に基づいて、ＰＴＭ送信
が受信されるべきであるのか、ユニキャスト送信が受信されるべきであるのか、それらの
組合せが受信されるべきであるのかを決定し得る。いくつかの例では、基地局は、第１の
ＵＥおよび第２のＵＥをグループ識別情報に割り当て得、ＰＴＭ送信は、ＰＴＭ送信が受
信されるべきであるかどうかを決定するために第１のＵＥおよび第２のＵＥが使用し得る
、関連するグループインジケーションを有し得る。いくつかの例では、第１のＵＥは、ユ
ニキャスト送信を受信するべきであり、第１のＵＥは、制御チャネル送信に少なくとも部
分的に基づいて、ワイヤレスリソースの第２のセットを決定し得る。
【０００８】
　[0008]いくつかの例では、第１のＴＴＩ持続時間は、動的に示され得るか、または半静
的に示され得る。いくつかの例では、第１のＴＴＩ持続時間を有するＴＴＩが、第２のＴ
ＴＩ持続時間を有するＴＴＩの境界とアラインする（align）ようにまたは第２のＴＴＩ
持続時間を有するＴＴＩの境界内にあるように選択され得る。いくつかの例では、ＵＥの
間欠受信（ＤＲＸ）構成が、第２のＴＴＩ持続時間に関連するＤＲＸ構成とは別々に第１
のＴＴＩ持続時間のために選択され得る。いくつかの例では、基地局は、送信の第１のセ
ットに関連するデータが、送信の第２のセットに関連するデータとコンカレントにまたは
それよりも先に送信されるように、送信の第１のセットを送信の第２のセットより先に優
先し得る。
【０００９】
　[0009]ワイヤレス通信の方法が説明される。本方法は、第１のＵＥにおいて、２つまた
はそれ以上のＵＥを対象とする送信の第１のセットのためにワイヤレスリソースの第１の
セットを割り振る第１の制御チャネル送信と、第１のＵＥを対象とする送信の第２のセッ
トのためにワイヤレスリソースの第２のセットを割り振る第２の制御チャネル送信とを受
信することを含み得る。本方法は、送信の第１のセットの受信のための第１のＴＴＩ持続
時間と、第１のＵＥを対象とする送信の第２のセットの受信のための第２のＴＴＩ持続時
間とを識別することをさらに含み得る。第２のＴＴＩ持続時間は第１のＴＴＩ持続時間よ
りも長くなり得る。本方法は、第１の制御チャネル送信の受信に少なくとも部分的に基づ
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いて、送信の第１のセットが第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定することと
、決定することに応答して、ワイヤレスリソースの第１のセットを使用して、送信の第１
のセットを受信することとをさらに含み得る。ワイヤレスリソースの第１のセットは第１
のＴＴＩ持続時間を用いて構成され得る。
【００１０】
　[0010]ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、第１のＵＥにおいて、２
つまたはそれ以上のＵＥを対象とする送信の第１のセットのためにワイヤレスリソースの
第１のセットを割り振る第１の制御チャネル送信と、第１のＵＥを対象とする送信の第２
のセットのためにワイヤレスリソースの第２のセットを割り振る第２の制御チャネル送信
とを受信するための手段を含み得る。本装置は、送信の第１のセットの受信のための第１
のＴＴＩ持続時間と、第１のＵＥを対象とする送信の第２のセットの受信のための第２の
ＴＴＩ持続時間とを識別するための手段をさらに含み得る。第２のＴＴＩ持続時間は第１
のＴＴＩ持続時間よりも長くなり得る。本装置は、第１の制御チャネル送信の受信に少な
くとも部分的に基づいて、送信の第１のセットが第１のＵＥにおいて受信されるべきであ
ると決定するための手段と、決定することに応答して、ワイヤレスリソースの第１のセッ
トを使用して、送信の第１のセットを受信するための手段とをさらに含み得る。ワイヤレ
スリソースの第１のセットは第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成され得る。
【００１１】
　[0011]ワイヤレス通信のための別の装置が説明される。本装置は、プロセッサと、プロ
セッサと電子通信しているメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、プ
ロセッサによって実行されたとき、本装置に、第１のＵＥにおいて、２つまたはそれ以上
のＵＥを対象とする送信の第１のセットのためにワイヤレスリソースの第１のセットを割
り振る第１の制御チャネル送信と、第１のＵＥを対象とする送信の第２のセットのために
ワイヤレスリソースの第２のセットを割り振る第２の制御チャネル送信とを受信すること
を行わせるように動作可能であり得る。命令は、送信の第１のセットの受信のための第１
のＴＴＩ持続時間と、第１のＵＥを対象とする送信の第２のセットの受信のための第２の
ＴＴＩ持続時間とを識別することを行うようにさらに動作可能であり得る。第２のＴＴＩ
持続時間は第１のＴＴＩ持続時間よりも長くなり得る。命令は、第１の制御チャネル送信
の受信に少なくとも部分的に基づいて、送信の第１のセットが第１のＵＥにおいて受信さ
れるべきであると決定することと、決定することに応答して、ワイヤレスリソースの第１
のセットを使用して、送信の第１のセットを受信することとを行うようにさらに動作可能
であり得る。ワイヤレスリソースの第１のセットは第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成さ
れ得る。
【００１２】
　[0012]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。本非一時
的コンピュータ可読媒体は、プロセッサに、第１のＵＥにおいて、２つまたはそれ以上の
ＵＥを対象とする送信の第１のセットのためにワイヤレスリソースの第１のセットを割り
振る第１の制御チャネル送信と、第１のＵＥを対象とする送信の第２のセットのためにワ
イヤレスリソースの第２のセットを割り振る第２の制御チャネル送信とを受信することを
行わせるための命令を含み得る。本非一時的コンピュータ可読媒体は、プロセッサに、送
信の第１のセットの受信のための第１のＴＴＩ持続時間と、第１のＵＥを対象とする送信
の第２のセットの受信のための第２のＴＴＩ持続時間とを受信する識別することを行わせ
るための命令をさらに含み得る。第２のＴＴＩ持続時間は第１のＴＴＩ持続時間よりも長
くなり得る。本非一時的コンピュータ可読媒体は、プロセッサに、第１の制御チャネル送
信の受信に少なくとも部分的に基づいて、送信の第１のセットが第１のＵＥにおいて受信
されるべきであると決定することと、決定することに応答して、ワイヤレスリソースの第
１のセットを使用して、送信の第１のセットを受信することとを行わせるためのさらなる
命令を含み得る。ワイヤレスリソースの第１のセットは第１のＴＴＩ持続時間を用いて構
成され得る。
【００１３】
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　[0013]方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、第１の
制御チャネル送信は、送信の第１のセットのためのスケジューリング情報または後続の制
御チャネル送信を監視するための監視持続時間のうちの１つまたは複数を含み得る。
【００１４】
　[0014]方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、送信の
第１のセットを受信することは、ワイヤレスリソースの第１のセットによって識別される
トラフィックチャネルを受信するための動作、特徴、手段、または命令を含み得る。いく
つかの例では、トラフィックチャネルは、送信の第２のセットのために使用される物理ダ
ウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の一部分を含み得る。
【００１５】
　[0015]方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、第１の
ＴＴＩ持続時間と第２のＴＴＩ持続時間とを識別することは、第２のＴＴＩ持続時間が無
線フレームのサブフレームの持続時間に対応し、第１のＴＴＩ持続時間がサブフレームの
持続時間の一部分に対応すると決定するための動作、特徴、手段、または命令を含み得る
。いくつかの例では、サブフレームは、２つまたはそれ以上の直交周波数分割多重（ＯＦ
ＤＭ）シンボル期間を含み得、第１のＴＴＩ持続時間は、ＯＦＤＭシンボル期間のうちの
１つまたは複数に対応し得る。いくつかの例では、サブフレームは、第１のＴＴＩ持続時
間を有するＴＴＩのセットを含み得、送信の第１のセットは、異なるサブフレーム内の同
じ第１のＴＴＩロケーションにおいて送信され得る。
【００１６】
　[0016]方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、第１の
ＵＥは、第１のグループ識別情報を有し得、送信の第１のセットが第１のＵＥにおいて受
信されるべきであると決定することは、第１のグループ識別情報と送信の第１のセットに
関連するグループインジケーションとに少なくとも部分的に基づき得る。いくつかの例で
は、第１のグループ識別情報は、第１のブロードキャストサービスに関連し得、方法、装
置、または非一時的コンピュータ可読媒体は、第２のサービスに関連する第１のＵＥの第
２のグループ識別情報を識別することと、第２のグループ識別情報と、２つまたはそれ以
上のＵＥを対象とし、第２のサービスに関連する送信の第３のセットに関連する第２のグ
ループインジケーションとに少なくとも部分的に基づいて、送信の第３のセットが、第１
のＵＥにおいて受信されるべきであると決定することとを行うための動作、特徴、手段、
または命令を含み得る。いくつかの例では、送信の第３のセットは、第１のＴＴＩ持続時
間を使用し得、方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体は、第１のＴＴＩ持続
時間を用いて構成されるワイヤレスリソースのセットを使用して送信の第３のセットを受
信するための動作、特徴、手段、または命令を含み得る。いくつかの例では、送信の第１
のセットは、サブフレームの第１のスロットにおいて送信され得、送信の第３のセットは
、サブフレームの第２のスロットにおいて送信され得る。第１のスロットおよび第２のス
ロットは、第１のＴＴＩ持続時間を有し得る。いくつかの例は、第１のＵＥにおいて、送
信の第３のセットを受信するための第３のＴＴＩ持続時間を識別することと、第３のＴＴ
Ｉ持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースのセットを使用して送信の第３のセッ
トを受信することとを行うための動作、特徴、手段、または命令を含み得る。
【００１７】
　[0017]方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、第１の
制御チャネル送信は第１のＴＴＩ持続時間を示し得る。いくつかの例では、第１のＴＴＩ
持続時間のインジケーションは、送信の第１のセットを含むダウンリンクワイヤレスリソ
ースのインジケーションにおいて動的に受信され得る。いくつかの例では、第１のＴＴＩ
持続時間のインジケーションは、送信の第１のセットに関連する１つまたは複数のパラメ
ータを構成するシステム情報ブロック（ＳＩＢ）において半静的に受信され得る。
【００１８】
　[0018]方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、第１の
ＴＴＩ持続時間は、第１のＵＥに送信されるユニキャスト送信のセットを受信するための
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低レイテンシＴＴＩの持続時間と対応し得る。
【００１９】
　[0019]方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、１つまた
は複数の第１のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータを１つまたは複数の第２のＴＴＩ　ＤＲＸパラ
メータとは別々に構成するための動作、特徴、手段、または命令を含み得る。いくつかの
例では、１つまたは複数の第１のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータを１つまたは複数の第２のＴ
ＴＩ　ＤＲＸパラメータとは別々に構成することは、送信の第１のセットが第１のＵＥに
おいて受信されるべきであると決定されるとき、ＤＲＸを中止すること、送信の第１のセ
ットのトラフィックタイプに少なくとも部分的に基づいて、１つまたは複数の第１のＴＴ
Ｉ　ＤＲＸパラメータを設定すること、または第２のＴＴＩ持続時間に基づいて第１のＴ
ＴＩ　ＤＲＸ周期性またはオフセットを設定することおよび第１のＴＴＩ持続時間に基づ
いて第１のＴＴＩ　ＤＲＸオン持続時間を設定することのうちの１つまたは複数のための
動作、特徴、手段、または命令を含み得る。
【００２０】
　[0020]方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、ユニキャ
スト送信が送信の第１のセットとコンカレントに（concurrently）送信されるように構成
されると決定することと、送信の第１のセットがユニキャスト送信とコンカレントに第１
のＵＥにおいて受信されるかどうかを決定することとを行うための動作、特徴、手段、ま
たは命令を含み得る。
【００２１】
　[0021]方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、送信の
第１のセットがユニキャスト送信とコンカレントに第１のＵＥにおいて受信されるかどう
かを決定することは、ユニキャスト送信と送信の第１のセットとがコンカレントに受信さ
れることをブラインド検出するための動作、特徴、手段、または命令を含み得る。いくつ
かの例では、ブラインド検出することは、第１のＴＴＩ持続時間を有するより多くのＴＴ
Ｉのうちの２つにわたって受信電力を比較するための動作、特徴、手段、または命令を含
み得る。いくつかの例では、ブラインド検出することは、送信の第１のセットがユニキャ
スト送信とコンカレントに送信されるべきであるという制御チャネルインジケーションを
受信するための動作、特徴、手段、または命令を含み得る。
【００２２】
　[0022]方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、ユニキ
ャスト送信は、送信の第１のセットの周りで（around）レートマッチングされ得る。いく
つかの例では、送信の第１のセットは、ユニキャスト送信のためにスケジュールされるワ
イヤレスリソースをパンクチャするワイヤレスリソースにおいてスケジュールされ得、方
法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体は、送信の受信された第１のセットに対
して干渉消去を実行するための動作、特徴、手段、または命令を含み得る。いくつかの例
では、送信の第１のセットは、ユニキャスト送信に関連する１つまたは複数の基準信号の
周りでレートマッチングされ得る。
【００２３】
　[0023]ワイヤレス通信の方法が説明される。本方法は、送信の第１のセットを少なくと
も第１のＵＥと第２のＵＥとに送信するための第１のＴＴＩ持続時間と、送信の第２のセ
ットを１つまたは複数のＵＥに送信するための第２のＴＴＩ持続時間とを識別することを
含み得る。第２のＴＴＩ持続時間は第１のＴＴＩ持続時間よりも長くなり得る。本方法は
、第１のＵＥと第２のＵＥとが送信の第１のセットを受信するべきであると決定すること
と、第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースの第１のセットを使用
して、送信の第１のセットを第１のＵＥと第２のＵＥとに送信することと、第２のＴＴＩ
持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースの第２のセットを使用して、送信の第２
のセットを送信することとをさらに含み得る。
【００２４】
　[0024]ワイヤレス通信のための装置が説明される。本装置は、送信の第１のセットを少
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なくとも第１のＵＥと第２のＵＥとに送信するための第１のＴＴＩ持続時間と、送信の第
２のセットを１つまたは複数のＵＥに送信するための第２のＴＴＩ持続時間とを識別する
ための手段と、第１のＵＥと第２のＵＥとが送信の第１のセットを受信するべきであると
決定するための手段と、第１のＴＴＩを用いて構成されるワイヤレスリソースの第１のセ
ットを使用して、送信の第１のセットを第１のＵＥと第２のＵＥとに送信するための手段
と、第２のＴＴＩを用いて構成されるワイヤレスリソースの第２のセットを使用して、送
信の第２のセットを送信するための手段とを含み得る。第２のＴＴＩ持続時間は第１のＴ
ＴＩ持続時間よりも長くなり得る。
【００２５】
　[0025]別の装置が説明される。本装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信してい
るメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、プロセッサによって実行さ
れたとき、本装置に、送信の第１のセットを少なくとも第１のＵＥと第２のＵＥとに送信
するための第１のＴＴＩ持続時間と、送信の第２のセットを１つまたは複数のＵＥに送信
するための第２のＴＴＩ持続時間とを識別することを行わせるように動作可能であり得る
。第２のＴＴＩ持続時間は第１のＴＴＩ持続時間よりも長くなり得る。命令は、本装置に
、第１のＵＥと第２のＵＥとが送信の第１のセットを受信するべきであると決定すること
と、第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースの第１のセットを使用
して、送信の第１のセットを第１のＵＥと第２のＵＥとに送信することと、第２のＴＴＩ
持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースの第２のセットを使用して、送信の第２
のセットを送信することとを行わせるようにさらに動作可能であり得る。
【００２６】
　[0026]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。本非一時
的コンピュータ可読媒体は、プロセッサに、送信の第１のセットを少なくとも第１のＵＥ
と第２のＵＥとに送信するための第１のＴＴＩ持続時間と、送信の第２のセットを１つま
たは複数のＵＥに送信するための第２のＴＴＩ持続時間とを識別することを行わせるため
の命令を含み得る。第２のＴＴＩ持続時間は第１のＴＴＩ持続時間よりも長くなり得る。
本非一時的コンピュータ可読媒体は、プロセッサに、第１のＵＥと第２のＵＥとが送信の
第１のセットを受信するべきであると決定することと、第１のＴＴＩ持続時間を用いて構
成されるワイヤレスリソースの第１のセットを使用して、送信の第１のセットを第１のＵ
Ｅと第２のＵＥとに送信することと、第２のＴＴＩ持続時間を用いて構成されるワイヤレ
スリソースの第２のセットを使用して、送信の第２のセットを送信することとを行わせる
ための命令をさらに含み得る。
【００２７】
　[0027]方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、ワイヤレ
スリソースの第１のセットがワイヤレスリソースの第２のセットのサブセットを含むよう
に、送信の第１のセットのためにワイヤレスリソースの第１のセットを割り振ることと、
送信の第２のセットのためにワイヤレスリソースの第２のセットを割り振ることとを行う
ための動作、特徴、手段、または命令を含み得る。
【００２８】
　[0028]方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、第１のＵ
Ｅと第２のＵＥとに、第１の制御チャネル送信におけるワイヤレスリソースの第１のセッ
トおよび第２の制御チャネル送信におけるワイヤレスリソースの第２のセットの割振りを
送信するための動作、特徴、手段、または命令を含み得る。いくつかの例では、第１の制
御チャネル送信は、送信の第１のセットのためのスケジューリング情報または後続の制御
チャネル送信を監視するための監視持続時間のうちの１つまたは複数を含み得る。いくつ
かの例では、ワイヤレスリソースの第１のセットは、送信の第２のセットのために使用さ
れるＰＤＳＣＨ内のトラフィックチャネルを含み得る。
【００２９】
　[0029]方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、第２の
ＴＴＩ持続時間は無線フレームのサブフレームの持続時間に対応し得、第１のＴＴＩ持続
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時間はサブフレームの持続時間の一部分に対応し得る。いくつかの例では、サブフレーム
は、２つまたはそれ以上のＯＦＤＭシンボル期間を含み得、第１のＴＴＩ持続時間は、Ｏ
ＦＤＭシンボル期間のうちの１つまたは複数に対応し得る。いくつかの例では、サブフレ
ームは、第１のＴＴＩ持続時間を有するＴＴＩのセットを含み得、送信の第１のセットは
、異なるサブフレーム内の同じ第１のＴＴＩロケーションにおいて送信され得る。
【００３０】
　[0030]方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、第１の
ＵＥと第２のＵＥとが送信の第１のセットを受信するべきであることを識別することは、
第１のグループ識別情報を用いて第１のＵＥと第２のＵＥとを構成するための動作、特徴
、手段、または命令を含み得る。いくつかの例では、第１のグループ識別情報は、第１の
ブロードキャストサービスに関連し得、方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒
体は、第２のサービスに関連する第２のグループ識別情報を用いて第１のＵＥと少なくと
も１つの他のＵＥとを構成することと、第２のサービスの送信の第３のセットを第１のＵ
Ｅと少なくとも１つの他のＵＥとに送信することとを行うための動作、特徴、手段、また
は命令を含み得る。いくつかの例では、送信の第３のセットは第１のＴＴＩ持続時間を使
用し得る。いくつかの例では、送信の第１のセットは、１つまたは複数のサブフレームの
第１のスロットにおいて送信され得、送信の第３のセットは、１つまたは複数のサブフレ
ームの第２のスロットにおいて送信され得る。第１のスロットおよび第２のスロットは両
方とも、第１のＴＴＩ持続時間を有し得る。いくつかの例では、送信の第３のセットは、
第２のＴＴＩ持続時間よりも短い第３のＴＴＩ持続時間を使用し得る。
【００３１】
　[0031]方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、第１のＴ
ＴＩ持続時間を示す制御チャネル送信を送信するための動作、特徴、手段、または命令を
含み得る。いくつかの例では、第１のＴＴＩ持続時間のインジケーションは、送信の第１
のセットを含むダウンリンクワイヤレスリソースのインジケーションにおいて動的に送信
され得る。いくつかの例では、第１のＴＴＩ持続時間のインジケーションは、送信の第１
のセットに関連する１つまたは複数のパラメータを構成するＳＩＢにおいて半静的に送信
され得る。
【００３２】
　[0032]方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、第１の
ＴＴＩ持続時間は、第１のＵＥに送信されるユニキャスト送信のセットのための低レイテ
ンシＴＴＩの持続時間と対応し得る。
【００３３】
　[0033]方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、１つまた
は複数の第１のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータを１つまたは複数の第２のＴＴＩ　ＤＲＸパラ
メータとは別々に構成することと、１つまたは複数の第１のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータと
１つまたは複数の第２のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータとを第１のＵＥと第２のＵＥとに送信
することとを行うための動作、特徴、手段、または命令を含み得る。いくつかの例では、
第１のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータを第２のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータとは別々に構成する
ことは、送信の第１のセットが第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定されると
き、ＤＲＸを中止すること、送信の第１のセットのトラフィックタイプに少なくとも部分
的に基づいて、１つまたは複数の第１のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータを設定すること、また
は第２のＴＴＩ持続時間に基づいて第１のＴＴＩ　ＤＲＸ周期性またはオフセットを設定
することおよび第１のＴＴＩ持続時間に基づいて第１のＴＴＩ　ＤＲＸオン持続時間を設
定することのうちの１つまたは複数のための動作、特徴、手段、または命令を含み得る。
【００３４】
　[0034]方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、ユニキャ
スト送信が送信の第１のセットの送信とコンカレントに送信されるべきであると決定する
ことと、送信の第１のセットをユニキャスト送信よりも優先すること（prioritizing）と
を行うための動作、特徴、手段、または命令を含み得る。いくつかの例は、送信の第１の
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セットがユニキャスト送信とコンカレントに送信されるというインジケーションを送信す
るための動作、特徴、手段、または命令を含み得る。いくつかの例は、送信の第１のセッ
トの周りでユニキャスト送信をレートマッチングするための動作、特徴、手段、または命
令を含み得る。いくつかの例は、ユニキャスト送信の１つまたは複数の基準信号の周りで
送信の第１のセットをレートマッチングするための動作、特徴、手段、または命令を含み
得る。
【００３５】
　[0035]上記は、以下の詳細な説明がより良く理解され得るように、本開示による例の特
徴および技術的利点についてかなり広く概説した。追加の特徴および利点が以下で説明さ
れる。開示される概念および具体例は、本開示の同じ目的を実行するための他の構造を修
正または設計するための基礎として容易に利用され得る。そのような等価な構成は、添付
の特許請求の範囲の趣旨および範囲から逸脱しない。本明細書で開示される概念を特徴づ
けると考えられる特徴は、それらの編成と動作方法の両方に関して、関連する利点ととも
に、添付の図に関連して以下の説明を検討するとより良く理解されよう。図の各々は、例
示および説明のみの目的で与えられるものであり、特許請求の範囲の制限の定義として与
えられるものではない。
【００３６】
　[0036]本発明の性質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによって
実現され得る。添付の図では、同様のコンポーネントまたは機能は同じ参照ラベルを有し
得る。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベルの後に、ダッシュと、
それらの同様のコンポーネント同士を区別する第２のラベルとを続けることによって区別
され得る。第１の参照ラベルのみが本明細書において使用される場合、その説明は、第２
の参照ラベルにかかわらず、同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのうち
のいずれにも適用可能である。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】[0037]本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートするワイヤレス
通信システムの一例を示す図。
【図２】[0038]本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートするワイヤレス
通信システムの一例を示す図。
【図３】[0039]本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ送信をサポートする複数のＴＴ
Ｉ持続時間を含むワイヤレスリソースの一例を示す図。
【図４】[0040]本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートする、アライン
されたユニキャストおよびＰＴＭ　ＴＴＩ持続時間を用いるワイヤレスリソースの一例を
示す図。
【図５Ａ】[0041]本開示の態様による、低レイテンシユニキャスト送信が低レイテンシＰ
ＴＭ送信より前に開始し得る、ワイヤレスリソースの一例を示す図。
【図５Ｂ】[0042]本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ送信が低レイテンシユニキャ
スト送信より前に開始し得る、ワイヤレスリソースの一例を示す図。
【図６】[0043]本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートするプロセスフ
ローの一例を示す図。
【図７】[0044]本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートするワイヤレス
デバイスのブロック図。
【図８】本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートするワイヤレスデバイ
スのブロック図。
【図９】[0045]本開示の態様による、ＵＥ低レイテンシ通信マネージャのブロック図。
【図１０】[0046]本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートするＵＥを含
むシステムの図。
【図１１】[0047]本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートするワイヤレ
スデバイスのブロック図。
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【図１２】本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートするワイヤレスデバ
イスのブロック図。
【図１３】[0048]本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートする基地局低
レイテンシ通信マネージャのブロック図。
【図１４】[0049]本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートする基地局を
含むシステムの図。
【図１５】[0050]本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信のための方法を示すフロ
ーチャート。
【図１６】本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信のための方法を示すフローチャ
ート。
【図１７】本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信のための方法を示すフローチャ
ート。
【図１８】本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信のための方法を示すフローチャ
ート。
【図１９】本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信のための方法を示すフローチャ
ート。
【図２０】本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信のための方法を示すフローチャ
ート。
【図２１】本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信のための方法を示すフローチャ
ート。
【図２２】本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信のための方法を示すフローチャ
ート。
【図２３】本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信のための方法を示すフローチャ
ート。
【詳細な説明】
【００３８】
　[0051]本開示の様々な態様は、複数の異なる送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間を使用す
る通信をサポートするシステムにおけるポイントツーマルチポイント（ＰＴＭ）通信のた
めの技法を提供する。いくつかの例では、システムにおける他の送信に対して短縮または
低減持続時間ＴＴＩを使用する低レイテンシＰＴＭ通信が与えられ得る。低レイテンシＰ
ＴＭ通信は、短縮ＴＴＩ持続時間による（たとえば、短縮ＴＴＩ（ｓＴＴＩ：shortened 
TTI）を使用する）ＰＴＭ通信をサポートする１つまたは複数の物理チャネルによってサ
ポートされ得る。いくつかの例では、基地局が、ＰＴＭトラフィックチャネルにおいて、
第１のユーザ機器（ＵＥ）および第２のＵＥとのＰＴＭ送信のためにワイヤレスリソース
の第１のセットを割り振り得、第１のＵＥへのユニキャスト送信のために（たとえば、物
理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）における）ワイヤレスリソースの第２のセッ
トを割り振り得る。ＰＴＭ送信は、ユニキャスト送信の第２の送信時間間隔（ＴＴＩ）よ
りも短い第１のＴＴＩを有し得る。いくつかの例では、ＰＴＭリソースの異なるセットが
、異なるＴＴＩ持続時間を有する異なるＰＴＭ送信のために割り振られ得る。同様に、異
なるユニキャストリソースが、異なるＴＴＩ持続時間を有する異なるユニキャスト送信の
ために割り振られ得る。
【００３９】
　[0052]ワイヤレスリソースの割振りは、第１のＵＥおよび第２のＵＥにおいて受信され
得る、（たとえば、ＰＴＭ制御チャネルにおける）１つまたは複数の制御チャネル送信に
おいて基地局によって送信され得る。第１のＵＥおよび第２のＵＥは、制御チャネル送信
を受信し、第１のＴＴＩ持続時間と第２のＴＴＩ持続時間とを識別し得る。第１のＵＥお
よび第２のＵＥはまた、ＰＴＭ制御チャネル送信および／または１つまたは複数の他の制
御チャネル送信（たとえば、ユニキャスト送信に関連する物理ダウンリンク制御チャネル
（ＰＤＣＣＨ）送信）に少なくとも部分的に基づいて、ＰＴＭ送信が受信されるべきであ
るのか、ユニキャスト送信が受信されるべきであるのか、それらの組合せが受信されるべ
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きであるのかを決定し得る。いくつかの例では、基地局は、第１のＵＥおよび第２のＵＥ
をグループ識別情報に割り当て得、ＰＴＭ送信は、ＰＴＭ送信が受信されるべきであるか
どうかを決定するために第１のＵＥおよび第２のＵＥが使用し得る、関連するグループイ
ンジケーションを有し得る。いくつかの例では、第１のＵＥは、ユニキャスト送信を受信
するべきであり、第１のＵＥは、ワイヤレスリソースの第２のセットが制御チャネル送信
に少なくとも部分的に基づくと決定し得る。
【００４０】
　[0053]いくつかの例では、第１のＴＴＩ持続時間は、動的に示され得るか、または半静
的に示され得る。いくつかの例では、第１のＴＴＩ持続時間は、第２のＴＴＩ持続時間の
境界とアラインするようにまたは第２のＴＴＩ持続時間の境界内にあるように選択され得
る。いくつかの例では、ＵＥの間欠受信（ＤＲＸ）構成が、第２のＴＴＩ持続時間に関連
するＤＲＸ構成とは別々に第１のＴＴＩ持続時間のために選択され得る。いくつかの例で
は、基地局は、送信の第１のセットに関連するデータが、送信の第２のセットに関連する
データとコンカレントにまたはそれよりも先に送信されるように、送信の第１のセットを
送信の第２のセットより先に優先し得る。
【００４１】
　[0054]そのような低レイテンシＰＴＭ送信は、いくつかの例では、レイテンシ低減、複
数の受信ＵＥへのコンカレントデータ送信、またはそれらの組合せを通してなど、向上さ
れたシステム性能を与え得る。低減されたレイテンシは、必要に応じて、送信の受信と、
成功したまたは成功しなかった受信の確認応答と、関連する再送信とに関連する低減され
た時間を通して、向上された動作を与え得る。ＵＥの特定のグループが、たとえば、車両
通信システム、ゲーム適用例、または比較的遅延に耐えられない他の実装形態など、レイ
テンシ敏感適用例に関連し得る。データがＵＥのグループに送信されるべきである場合、
低レイテンシＰＴＭ送信は、データがＵＥのグループに効率的な様式で送信されることを
可能にし得る。
【００４２】
　[0055]さらに、いくつかの例では、ＵＥと基地局とは、共有無線周波数スペクトル帯域
中での競合ベース通信を使用して通信し得る。そのような例におけるＰＴＭ送信は、ＵＥ
のセット中の各ＵＥへの別々の送信を求める共有無線周波数スペクトル帯域の競合に別々
に勝つ必要なしに、基地局がＵＥのセットにデータを送信することを可能にし得る。専用
無線周波数スペクトル帯域または共有無線周波数スペクトル帯域のいずれかにおけるＰＴ
Ｍ送信は、特定の基地局によって送信され得、シングルセルポイントツーマルチポイント
（ＳＣ－ＰＴＭ）通信と呼ばれることがある。いくつかの例では、低レイテンシＳＣ－Ｐ
ＴＭ通信は、超低レイテンシＳＣ－ＰＴＭ（ｕＳＣ－ＰＴＭ）通信または短縮ＴＴＩ　Ｓ
Ｃ－ＰＴＭ（ｓＳＣ－ＰＴＭ）通信と呼ばれることがある。
【００４３】
　[0056]上記で紹介された本開示の態様は、ワイヤレス通信システムのコンテキストにお
いて以下で説明される。そのようなワイヤレス通信システムは、本明細書で説明される低
レイテンシ適用例およびＰＴＭ動作をサポートする基地局およびＵＥを含み得る。本開示
の態様は、低レイテンシポイントツーマルチポイント通信に関する装置図、システム図、
およびフローチャートによってさらに示され、それらを参照しながら説明される。
【００４４】
　[0057]図１は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートするワイヤレ
ス通信システム１００の一例を示す。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５と
、ＵＥ１１５と、コアネットワーク１３０とを含む。いくつかの例では、ワイヤレス通信
システム１００は、ロングタームエボリューション（ＬＴＥ）ネットワークおよび／また
はＬＴＥアドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）ネットワークであり得る。ワイヤレス通信システム
１００は、本開示で説明されるように、低レイテンシ適用例、複数のＴＴＩ持続時間によ
る動作、およびポイントツーマルチポイント（ＰＴＭ）動作をサポートし得る。いくつか
の例では、ＰＴＭ動作は、他の低レイテンシ適用例と同様の様式で短縮ＴＴＩを使用し得
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る。
【００４５】
　[0058]基地局１０５は、少なくとも１つの基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤ
レス通信し得る。基地局１０５の各々は、それぞれの地理的カバレージエリア１１０に通
信カバレージを与え得る。いくつかの例では、基地局１０５は、基地トランシーバ局、無
線基地局、アクセスポイント、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホ
ームノードＢ、ホームｅノードＢ、または何らかの他の好適な用語で呼ばれることがある
。基地局１０５のための地理的カバレージエリア１１０は、カバレージエリアの一部分を
構成するセクタに分割され得る（図示せず）。ワイヤレス通信システム１００は、異なる
タイプの基地局１０５（たとえば、マクロ基地局またはスモールセル基地局）を含み得る
。異なる技術のための重複する地理的カバレージエリア１１０があり得る。
【００４６】
　[0059]ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１００全体にわたって分散され得、各Ｕ
Ｅ１１５は固定または移動であり得る。ＵＥ１１５は、移動局、加入者局、モバイルユニ
ット、加入者ユニット、ワイヤレスユニット、リモートユニット、モバイルデバイス、ワ
イヤレスデバイス、ワイヤレス通信デバイス、リモートデバイス、モバイル加入者局、ア
クセス端末、モバイル端末、ワイヤレス端末、リモート端末、ハンドセット、ユーザエー
ジェント、モバイルクライアント、クライアント、または何らかの他の好適な用語をも含
むか、あるいはそのように当業者によって呼ばれることもある。ＵＥ１１５は、ワイヤレ
ス通信デバイス、パーソナルコンピュータ（たとえば、ラップトップコンピュータ、ネッ
トブックコンピュータ、タブレットコンピュータなど）、ハンドヘルドデバイス、セルラ
ー電話、スマートフォン、コードレスフォン、ワイヤレスモデム、ワイヤレスローカルル
ープ（ＷＬＬ）局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、デジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）、イン
ターネット機器、ゲーミングコンソール、電子リーダー、モノのインターネット（ＩｏＴ
）デバイス、あらゆるモノのインターネット（ＩｏＥ）デバイス、マシンタイプ通信（Ｍ
ＴＣ）デバイス、機器、自動車などであり得る。ＵＥ１１５は、マクロｅＮＢ、スモール
セルｅＮＢ、リレー基地局などを含む、様々なタイプのネットワークアクセスデバイスお
よびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。ＵＥはまた、セルラー無線アク
セス技術（ＲＡＴ）（たとえば、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａ　ＲＡＴ）、Ｗｉ－Ｆｉ（登録商標
）　ＲＡＴ、または他のＲＡＴなど、異なるＲＡＴを使用して通信することが可能であり
得る。
【００４７】
　[0060]基地局１０５は、コアネットワーク１３０および互いと通信し得る。たとえば、
基地局１０５は、バックホールリンク１３２（たとえば、Ｓ１）を通してコアネットワー
ク１３０とインターフェースし得る。基地局１０５は、直接または間接的にのいずれかで
（たとえば、コアネットワーク１３０を通して）バックホールリンク１３４（たとえば、
Ｘ２）を介して互いと通信し得る。基地局１０５は、ＵＥ１１５との通信のための無線構
成およびスケジューリングを実行し得るか、または基地局コントローラ（図示せず）の制
御下で動作し得る。いくつかの例では、基地局１０５は、マクロセル、スモールセル、ホ
ットスポットなどであり得る。
【００４８】
　[0061]ワイヤレス通信システム１００内のデータ通信は、論理チャネル、トランスポー
トチャネル、および物理（ＰＨＹ）レイヤチャネルに分割され、およびそれらを参照しな
がら説明され得る。チャネルはまた、制御チャネルとトラフィックチャネルとに分類され
得る。論理制御チャネルは、ページング情報のためのページング制御チャネル（ＰＣＣＨ
）と、ブロードキャストシステム制御情報のためのブロードキャスト制御チャネル（ＢＣ
ＣＨ）と、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）スケジ
ューリングおよび制御情報を送信するためのマルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）と
、専用制御情報を送信するための専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）と、ランダムアクセス情
報のための共通制御チャネル（ＣＣＣＨ）と、専用ＵＥデータのための専用トラフィック
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チャネル（ＤＴＣＨ）と、マルチキャストデータのためのマルチキャストトラフィックチ
ャネル（ＭＴＣＨ）とを含み得る。
【００４９】
　[0062]ＤＬトランスポートチャネルは、ブロードキャスト情報のためのブロードキャス
トチャネル（ＢＣＨ）と、データ転送のためのダウンリンク共有チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ
）と、ページング情報のためのページングチャネル（ＰＣＨ）と、マルチキャスト送信の
ためのマルチキャストチャネル（ＭＣＨ）とを含み得る。ＵＬトランスポートチャネルは
、アクセスのためのランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）と、データのためのアップリ
ンク共有チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）とを含み得る。
【００５０】
　[0063]ＤＬ　ＰＨＹチャネルは、ブロードキャスト情報のための物理ブロードキャスト
チャネル（ＰＢＣＨ）と、制御フォーマット情報のための物理制御フォーマットインジケ
ータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）と、制御およびスケジューリング情報のための物理ダウン
リンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）と、ＨＡＲＱステータスメッセージのための物理ＨＡ
ＲＱインジケータチャネル（ＰＨＩＣＨ）と、ユーザデータのための物理ダウンリンク共
有チャネル（ＰＤＳＣＨ）と、マルチキャストデータのための物理マルチキャストチャネ
ル（ＰＭＣＨ）とを含み得る。
【００５１】
　[0064]いくつかの例では、基地局１０５と複数のＵＥ１１５との間のＰＴＭ通信は、短
縮ＴＴＩ持続時間におけるＰＴＭ通信をサポートする、シングルセルマルチキャスト制御
チャネル（ＳＣ－ＭＣＣＨ）またはシングルセルマルチキャストトラフィックチャネル（
ＳＣ－ＭＴＣＨ）など、１つまたは複数の物理チャネルによってサポートされ得る低レイ
テンシＰＴＭ通信を使用し得る。いくつかの例では、ＳＣ－ＭＣＣＨおよびＳＣ－ＭＴＣ
Ｈは、ＰＤＳＣＨリソースにマッピングされ得る。ＵＬ　ＰＨＹチャネルは、アクセスメ
ッセージのための物理ランダムアクセスチャネル（ＰＲＡＣＨ）、制御データのための物
理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、およびユーザデータのための物理アップリ
ンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を含み得る。
【００５２】
　[0065]ＰＤＣＣＨは、少なくとも１つの制御チャネル要素（ＣＣＥ）中でダウンリンク
制御情報（ＤＣＩ）を搬送する。ＤＣＩは、ＤＬスケジューリング割当て、ＵＬリソース
許可、送信方式、ＵＬ電力制御、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）情報、変調およ
びコーディング方式（ＭＣＳ）に関する情報、ならびに他の情報を含む。ＤＣＩメッセー
ジのサイズおよびフォーマットは、ＤＣＩによって搬送される情報のタイプおよび量に応
じて異なることがある。
【００５３】
　[0066]ＰＤＣＣＨは複数のユーザに関連するＤＣＩメッセージを搬送することができ、
各ＵＥ１１５は、それを対象とするＤＣＩメッセージを復号し得る。たとえば、各ＵＥ１
１５は、セル無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴＩ：cell radio network tempora
ry identifier）を割り当てられ得、各ＤＣＩにアタッチされた巡回冗長検査（ＣＲＣ）
ビットが、Ｃ－ＲＮＴＩに基づいてスクランブルされ得る。ＵＥにおける電力消費および
オーバーヘッドを低減するために、ＣＣＥロケーションの限られたセットが、特定のＵＥ
１１５に関連するＤＣＩのために指定され得る。ＣＣＥは（たとえば、１つ、２つ、４つ
および８つのＣＣＥのグループに）グループ化され得、ＵＥが、関係するＤＣＩを発見し
得る、ＣＣＥロケーションのセットが指定され得る。ＵＥ１１５は、ブラインド復号とし
て知られるプロセスを実行することによってＤＣＩを復号することを試み得る。マルチＴ
ＴＩスケジューリング（たとえば、マルチＴＴＩ許可）がＰＤＣＣＨを使用して送信され
得、そのようなスケジューリングはＵＥ固有であり得る。いくつかの場合には、低レイテ
ンシＴＴＩの制御部分は、マルチＴＴＩ許可または個々のＴＴＩ許可を含み得る、低レイ
テンシＰＤＣＣＨ（たとえば、短縮ＴＴＩ　ＰＤＣＣＨ（ｓＰＤＣＣＨ）または超低レイ
テンシＰＤＣＣＨ（ｕＰＤＣＣＨ））を含み得る。
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【００５４】
　[0067]ワイヤレス通信システム１００内の通信のための時間間隔は、基本時間単位（た
とえば、サンプリング期間、Ｔｓ＝１／３０，７２０，０００秒）の倍数単位で表され得
る。時間リソースは、０から１０２３にわたるシステムフレーム番号（ＳＦＮ）によって
識別され得る１０ミリ秒の持続時間の無線フレーム（Ｔｆ＝３０７２００＊Ｔｓ）に従っ
て編成され得る。各フレームは、各々が１ミリ秒の持続時間を有する、０から９までの番
号を付けられた１０個のサブフレームを含み得る。サブフレームは、その各々が（各シン
ボルにプリペンドされた（prepended）サイクリックプレフィックス（ＣＰ）の持続時間
に応じて）２つまたはそれ以上の変調シンボル期間を含んでいる、２つの０．５ミリ秒ス
ロットにさらに分割され得る。ＣＰを除いて、各シンボルは２０４８個のサンプル期間を
含んでいる。いくつかの場合には、サブフレームは、最も小さいスケジューリング単位で
あり得、ここで、最も小さいスケジューリング単位は、ＴＴＩと呼ばれることもある。し
かし、ワイヤレス通信システム１００は、低レイテンシＴＴＩと呼ばれることがある、１
つのサブフレームの持続時間ならびにより短い持続時間を有するＴＴＩをサポートし得、
これは、１つのＬＴＥサブフレームよりも小さい持続時間（たとえば、１つのシンボル期
間、２つのシンボル期間、１つのスロットなど）を有し得る。様々な例では、ワイヤレス
通信システム１００は、持続時間が少なくとも２つのＬＴＥシンボル期間である第１の持
続時間と、第１の持続時間よりも小さい第２の持続時間とを含む、２つまたはそれ以上の
ＴＴＩ持続時間をサポートし得る。
【００５５】
　[0068]ワイヤレス通信システム１００内で、短い持続時間ＴＴＩは、持続時間が固定で
あり得、単一のトランスポートブロック（ＴＢ）に対応する持続時間を有し得る。ＴＢは
、通信システムの論理レイヤ間で受け渡されるデータのユニットを指すことがある。たと
えば、ＴＢは、媒体アクセス制御（ＭＡＣ）レイヤとＰＨＹレイヤとの間で受け渡される
データのユニットを指すことがあり、通信システムの様々な論理レイヤ（たとえば、ＲＬ
Ｃ、ＭＡＣなど）のためのデータおよびヘッダ情報を含み得る。例として、ＴＢは、１つ
の低レイテンシＴＴＩの持続時間にわたり得る。したがって、スケジュールされるＴＢの
数の決定は、スケジュールされる低レイテンシＴＴＩの数を示し得る。
【００５６】
　[0069]基地局１０５は、ＵＥ１１５の、チャネル推定およびコヒーレント復調、ならび
に、したがって、ワイヤレス通信システム１００との通信を助けるために、セル固有基準
信号（ＣＲＳ）などの周期パイロットシンボルを挿入し得る。ＣＲＳは、たとえば、５０
４個の異なるセル識別情報のうちの１つを含み得る。ＣＲＳは、それらを雑音および干渉
に対して耐性がある（resilient）ようにするために、４位相シフトキーイング（ＱＰＳ
Ｋ）とブーストされた（たとえば、周囲のデータ要素よりも高い６ｄＢにおいて送信され
た）電力とを使用して変調され得る。ＣＲＳは、受信ＵＥ１１５のアンテナポートまたは
レイヤの数（最高４つ）に基づいて各リソースブロック（ＲＢ）中の４～１６個のリソー
ス要素（ＲＥ）中に埋め込まれ得る。基地局１０５の地理的カバレージエリア１１０中の
すべてのＵＥ１１５によって利用され得るＣＲＳに加えて、復調基準信号（ＤＭＲＳ）は
、特定のＵＥ１１５を対象とし得、そのＵＥ１１５に割り当てられたＲＢ上で送信され得
る。低レイテンシＴＴＩパラメータの決定は、ＣＲＳがシンボル中に存在するかどうかに
基づき得るか、またはそれに依存し得る。
【００５７】
　[0070]ワイヤレス通信システム１００は、データがワイヤレス通信リンク１２５上で正
しく受信される可能性を増加させる方法である、ＨＡＲＱを採用し得る。ＨＡＲＱは、（
たとえば、ＣＲＣを使用する）誤り検出と、前方誤り訂正（ＦＥＣ）と、再送信（たとえ
ば、自動再送要求（ＡＲＱ））との組合せを含み得る。ＨＡＲＱは、不良な無線状態（た
とえば、不良な信号対雑音状態）でのＭＡＣレイヤにおけるスループットを改善し得る。
インクリメンタル冗長ＨＡＲＱでは、不正確に受信されたデータは、データを正常に復号
することの全体的尤度（likelihood）を改善するために、バッファに記憶され、後続の送
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信と組み合わせられ得る。いくつかの場合には、冗長ビットが、送信より前に各メッセー
ジに追加される。これは、不良な状態において有用であり得る。他の場合には、冗長ビッ
トは、各送信に追加されないが、元のメッセージの送信機が、情報を復号する試みの失敗
を示す否定応答（ＮＡＣＫ）を受信した後に再送信される。送信、応答、および再送信の
チェーンは、ＨＡＲＱプロセスと呼ばれることがある。いくつかの場合には、限られた数
のＨＡＲＱプロセスが所与の通信リンク１２５のために使用され得る。
【００５８】
　[0071]いくつかの例では、ＨＡＲＱプロセスは、トランスポートブロックレベルにおい
て実行され得、それにおいて、ＮＡＣＫが送信機によって受信されたとき、トランスポー
トブロック全体が再送信される。マルチＴＴＩ割当てでは、新しいデータのための別々の
インジケータが、割当てにおいて各ＴＢのために使用され得る。または、いくつかの例で
は、単一の新しいデータインジケータが、割当てのすべてのＴＢのために使用され得る。
他の場合には、いくつかの例では、再送信が個々の割当てに限定され得るように、マルチ
ＴＴＩスケジューリングが新しい送信のためだけに使用され得る。
【００５９】
　[0072]いくつかの例では、トランスポートブロックは、１つまたは複数のコードブロッ
クに分割され得、ＨＡＲＱプロセスは、コードブロックレベルにおいて実行され得、ここ
で、ＮＡＣＫが送信機によって受信されるとき、１つまたは複数のコードブロック（たと
えば、受信機による復号に成功しなかった１つまたは複数のコードブロック）が再送信さ
れる。低レイテンシＴＴＩのためのコードブロックレベルＨＡＲＱプロセスのためのしき
い値が、より長い持続時間ＴＴＩとは異なり得る（たとえば、それは、ＬＴＥにおけるよ
うな、６１４４ビットとは異なり得る）。
【００６０】
　[0073]いくつかの場合には、ワイヤレス通信システム１００は、１つまたは複数の拡張
コンポーネントキャリア（ｅＣＣ：enhanced component carrier）を利用し得る。ｅＣＣ
は、フレキシブル帯域幅と、異なるＴＴＩ持続時間と、変更制御チャネル構成とを含む、
１つまたは複数の特徴によって特徴づけられ得る。いくつかの場合には、ｅＣＣは、（た
とえば、複数のサービングセルが準最適なバックホールリンクを有するとき）キャリアア
グリゲーション（ＣＡ）構成またはデュアル接続性構成に関連し得る。ｅＣＣはまた、（
たとえば、２つ以上の事業者（operator）が、競合ベースアクセス技法に従ってスペクト
ルを使用し得る場合）無認可スペクトルまたは共有スペクトル中で使用するために構成さ
れ得る。フレキシブル帯域幅によって特徴づけられるｅＣＣは、全帯域幅を監視すること
が可能でないか、または（たとえば、電力を節約するために）限られた帯域幅を使用する
ことを選好することがあるＵＥ１１５によって利用され得る１つまたは複数のセグメント
を含み得る。
【００６１】
　[0074]いくつかの場合には、ｅＣＣは、他のＣＣとは異なるＴＴＩ持続時間を利用し得
、これは、他のＣＣのＴＴＩ持続時間と比較して低減または可変シンボル期間の使用を含
み得る。いくつかの場合には、ＰＴＭ送信は、低減または可変シンボル期間ＴＴＩを利用
し得る。いくつかの場合には、シンボル期間は同じままであり得るが、各シンボル期間は
別個のＴＴＩを表し得る。いくつかの例では、ｅＣＣは、異なるＴＴＩ持続時間を使用す
る送信をサポートし得、ｅＣＣのより短い持続時間ＴＴＩのパラメータが、ワイヤレス通
信システム１００内のより長い持続時間ＴＴＩのリソースに関して決定され得る。
【００６２】
　[0075]図２は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートするワイヤレ
ス通信システム２００の一例を示す。ワイヤレス通信システム２００は、図１を参照しな
がら説明された対応するデバイスの例であり得る、基地局１０５－ａと第１のＵＥ１１５
－ａと第２のＵＥ１１５－ｂとを含み得る。基地局１０５－ａは、通信リンク２０５－ａ
を介してＵＥ１１５－ａと通信し、通信リンク２０５－ｂを介してＵＥ１１５－ｂと通信
し得る。



(18) JP 6911042 B2 2021.7.28

10

20

30

40

50

【００６３】
　[0076]上記で説明されたように、物理リソースを編成するためにワイヤレス通信システ
ム２００内でフレーム構造が使用され得る。フレームは、たとえば、１０ミリ秒の持続時
間であり得、それは、１０個の等しいサイズのサブフレームまたはＴＴＩにさらに分割さ
れ得る。各サブフレームは、２つの連続するタイムスロットを含み得る。各スロットは、
６つまたは７つのＯＦＤＭＡシンボル期間を含み得る。リソース要素（ＲＥ）は、時間領
域中の１つのシンボル期間および周波数領域中の１つのサブキャリア（たとえば、１５Ｋ
Ｈｚ周波数範囲）にわたり得る。リソースブロック（ＲＢ）は、周波数領域中に１２個の
連続するサブキャリアを含んでおり、各ＯＦＤＭシンボル中のノーマルサイクリックプレ
フィックスについて、時間領域中の１つのスロット中に７つの連続するＯＦＤＭシンボル
期間（８４個のリソース要素）を含んでいることがある。各リソース要素によって搬送さ
れるビット数は、変調方式（各シンボル期間中に選択され得るシンボルの構成）に依存し
得る。したがって、ＵＥが受信するリソースブロックが多いほど、また変調方式が高いほ
ど、ＵＥのデータレートは高くなり得る。ワイヤレス通信システム２００によって利用さ
れ得るＴＴＩおよびＴＴＩ持続時間のさらなる詳細が、図３～図５によって示され、およ
びそれらを参照しながら説明される。
【００６４】
　[0077]いくつかの場合には、通信リンク２０５－ａは、ＬＴＥサブフレームに対応し得
る固定持続時間ＴＴＩ２１０－ａを含み得、低レイテンシＰＴＭ送信２１５を含み得る。
同様に、通信リンク２０５－ｂは、ＬＴＥサブフレームにも対応し得る固定持続時間ＴＴ
Ｉ２１０－ｂを含み得、低レイテンシＰＴＭ送信２１５をも含み得る。低レイテンシＰＴ
Ｍ送信２１５のＴＴＩは、固定持続時間ＴＴＩ２１０－ａまたは固定持続時間ＴＴＩ２１
０－ｂよりも短い持続時間を有し得る。低レイテンシＰＴＭ送信２１５のＴＴＩ持続時間
は、たとえば、シングルスロットの持続時間、２つのＯＦＤＭシンボル期間の持続時間、
または単一のＯＦＤＭシンボル期間の持続時間であり得る。いくつかの例では、低レイテ
ンシＰＴＭ送信２１５は、２つまたはそれ以上の異なるサービスのＰＴＭ送信を含み得、
各サービスは異なるＴＴＩ持続時間を有し得る。いくつかの場合には、低レイテンシＰＴ
Ｍ送信２１５のＴＴＩ持続時間は、動的に選択され、ＵＥ１１５に示され得、それは、次
いで、スケジュールされるＴＴＩの数を見分け得る。いくつかの例では、通信リンク２０
５は、低レイテンシＴＴＩを使用する１つまたは複数のユニキャスト送信をも含み得る。
【００６５】
　[0078]短縮ＴＴＩ持続時間を有する低レイテンシＰＴＭ送信２１５は、たとえば、レイ
テンシセンシティブサービスのために採用され得る。いくつかの場合には、より短い持続
時間ＴＴＩを使用することは、オーバージエアレイテンシを低減し得る。たとえば、（た
とえば、ＯＦＤＭシンボル期間、２つのＯＦＤＭシンボル期間、１つのスロットなどの程
度（order）の）低レイテンシＰＴＭ送信２１５のより短い持続時間ＴＴＩが、非低レイ
テンシＴＴＩ（たとえば、ＬＴＥサブフレーム）と比較してＨＡＲＱレイテンシを低減す
るのを助け得る。
【００６６】
　[0079]いくつかの場合には、低レイテンシＰＴＭ送信２１５のためのＴＴＩ持続時間（
たとえば、ＴＴＩ内のシンボル期間の数）が、異なるデータサービスのために動的に示さ
れ得る。たとえば、低レイテンシ制御チャネルは、ＴＴＩのシンボル期間の数を変化させ
ること（たとえば、ＴＴＩ持続時間を変化させること）によって、各ＰＴＭサービスのた
めにワイヤレスリソースをスケジュールし得る。いくつかのシナリオでは、動的ＴＴＩ持
続時間インジケーションがワイヤレス通信システム２００において採用され得、他のシナ
リオでは、マルチＴＴＩスケジューリング（たとえば、半永続的様式で、複数の、固定持
続時間低レイテンシＴＴＩをスケジュールすること）が採用され得る。
【００６７】
　[0080]いくつかの例では、低レイテンシＰＴＭ送信２１５は、シングルセル中のＰＤＳ
ＣＨを通して、同等の（identical）コンテンツを第１のＵＥ１１５－ａと第２のＵＥ１
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１５－ｂと（または１つまたは複数の他のＵＥ）にマルチキャストし得、シングルセルマ
ルチキャスト制御チャネル（ＳＣ－ＭＣＣＨ）およびシングルセルマルチキャストトラフ
ィックチャネル（ＳＣ－ＭＴＣＨ）を使用し得る。いくつかの場合には、ＳＣ－ＭＣＣＨ
およびＳＣ－ＭＴＣＨは、ダウンリンク共有チャネルにマッピングされ、ＰＤＳＣＨリソ
ースを使用し得る。ＳＣ－ＭＣＣＨ送信およびＳＣ－ＭＴＣＨ送信は、各々、ＳＣ－ＭＣ
ＣＨのためのシングルセルＲＮＴＩ（ＳＣ－ＲＮＴＩ）およびＳＣ－ＭＴＣＨのためのグ
ループＲＮＴＩ（Ｇ－ＲＮＴＩ）など、特定の無線ネットワーク一時識別子（ＲＮＴＩ）
によって、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）中で示され得る。
【００６８】
　[0081]いくつかの例では、時間領域中で、ワイヤレスリソースを示し得るシステム情報
ブロック（ＳＩＢ）が、基地局によって送信され得（たとえば、ＰＢＣＨ送信上のＳＩＢ
２０）、ここで、ＳＣ－ＭＣＣＨは、見つけられ、いくつかの例では、ＳＣ－ＭＣＣＨ変
更期間、ＳＣ－ＭＣＣＨ繰返し期間、およびＳＣ－ＭＣＣＨサブフレームオフセットのイ
ンジケーションを含み得る。そのようなＳＩＢはまた、低レイテンシＰＴＭ上でサポート
されるべきマルチキャストサービスのリストなど、ＭＣＣＨ構成情報を含み得る。マルチ
キャストサービスの各々について、ＳＩＢは、一時モバイルグループ識別情報（ＴＭＧＩ
）および随意のセッションＩＤと、グループＲＮＴＩ（Ｇ－ＲＮＴＩ）と、関連するＰＴ
Ｍ送信のための送信モード（たとえば、ＴＭ１またはＴＭ２）とを含み得る。ＳＣ－ＲＮ
ＴＩは、いくつかの例では、ＳＣ－ＭＣＣＨのためのスケジューリング情報を伝達するＰ
ＤＣＣＨを識別するために使用され得る。
【００６９】
　[0082]各ＳＣ－ＭＴＣＨについて（たとえば、各マルチキャストサービスについて）、
関連するＳＣ－ＭＣＣＨが、長さおよび開始オフセットによって定義され得るＳＣ－ＭＴ
ＣＨスケジューリングサイクルと、ＵＥ１１５が、ＳＣ－ＰＴＭスケジューリングＤＲＸ
から起動した後にＰＤＣＣＨを受信するために待つ、固定持続時間ＴＴＩの倍数に関して
第１の持続時間として定義され得るＳＣ－ＭＴＣＨオン持続時間と（ＵＥが、このＳＣ－
ＭＴＣＨに割り振られたワイヤレスリソースを示すＰＤＣＣＨを正常に復号する場合、Ｕ
Ｅは、起動している（awake）ままであり、非アクティビティタイマーを開始する）、Ｕ
Ｅが、別のＰＤＣＣＨを正常に復号するために、ＰＤＣＣＨを正常に復号した後に待ち、
ＵＥが、第２の持続時間内に復号が完了されない場合、ＤＲＸモードに入る、固定持続時
間ＴＴＩに関して第２の持続時間として定義されるＳＣ－ＭＴＣＨ非アクティビティタイ
マーとを識別し得る。いくつかの例では、低レイテンシＰＴＭ送信のためのＤＲＸモード
およびタイミングが、固定持続時間ＴＴＩまたは他のユニキャスト送信に関連するＤＲＸ
モードから独立している。
【００７０】
　[0083]したがって、ＵＥ１１５は、いくつかの例では、（たとえば、ＳＩＢ２０送信を
介して）システム情報を復号し、いくつかの識別されたサブフレーム中の時間領域上でＳ
Ｃ－ＭＣＣＨの存在に関する情報を識別し得る。識別されたサブフレームでは、ＰＤＣＣ
Ｈ上でＳＣ－ＲＮＴＩを使用して、ＵＥ１１５は、受信されるべきマルチキャストサービ
スのためのＳＣ－ＭＣＣＨのＲＢ割振りを取得し得、関連するＴＭＧＩ、Ｇ－ＲＮＴＩ、
ＳＣ－ＰＴＭスケジューリングＤＲＸ、および隣接するセル情報を識別し得る。識別され
たＧ－ＲＮＴＩを使用して、ＳＣ－ＰＴＭスケジューリングＤＲＸによって示されるサブ
フレームのＰＤＣＣＨ上で、所与のＳＣ－ＭＴＣＨのためのリソース割振り情報が識別さ
れ得る。
【００７１】
　[0084]いくつかの例では、固定持続時間ＴＴＩまたはサブフレーム持続時間ＴＴＩの両
方を使用し、短縮持続時間ＴＴＩを使用するマルチキャストサービスが、基地局１０５－
ａによって与えられ得る。そのような場合、固定持続時間ＴＴＩまたはサブフレーム持続
時間ＴＴＩを使用するＳＣ－ＰＴＭサービスは、制御情報およびトラフィックを伝達する
ために、ＳＣ－ＭＣＣＨとＳＣ－ＭＴＣＨとを使用し得、低レイテンシＰＴＭ（たとえば
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、ｓＳＣ－ＰＴＭまたはｕＳＣ－ＰＴＭ）サービスは、低レイテンシ制御情報およびトラ
フィックを伝達するために、低レイテンシＳＣ－ＭＣＣＨ（たとえば、ｓＳＣ－ＭＣＣＨ
またはｕＳＣ－ＭＣＣＨ）と低レイテンシＳＣ－ＭＴＣＨ（たとえば、ｓＳＣ－ＭＴＣＨ
またはｕＳＣ－ＭＣＣＨ）とを使用し得る。いくつかの例では、低レイテンシＳＣ－ＭＴ
ＣＨは、短縮ＴＴＩ持続時間（たとえば、１シンボルＴＴＩ、２シンボルＴＴＩ、または
１スロットＴＴＩ）を有する低レイテンシＰＴＭサービスをサポートし得、各マルチキャ
ストサービスについて、ＰＤＣＣＨ、または低レイテンシＰＤＣＣＨを介して送信される
サービス固有Ｇ－ＲＮＴＩを有するリソースインジケーションによって識別されるワイヤ
レスリソースを含み得る。低レイテンシＳＣ－ＭＣＣＨは、いくつかの例では、上記で説
明されたように繰返し期間および変更期間によって指定される比較的遅いレートにおいて
繰り返され得る。いくつかの例では、低レイテンシＳＣ－ＭＣＣＨとＳＣ－ＭＣＣＨの両
方は、同じフォーマットおよび繰返し期間／変更期間を有し得るか、あるいは異なるフォ
ーマットまたは繰返し期間／変更期間を有し得る。
【００７２】
　[0085]図３は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ送信をサポートする複数のＴ
ＴＩ持続時間を含むワイヤレスリソース３００の一例を示す。いくつかの場合には、複数
のＴＴＩ持続時間および対応するフレーム構造が、図１～図２を参照しながら説明された
ように、ＵＥ１１５または基地局１０５によって使用されるワイヤレスリソースの態様を
表す。図３では、レガシーＴＴＩに対応するサブフレーム３０５は、第１のスロット３１
０と第２のスロット３１５とを含み得、サブフレーム３０５の持続時間にわたる１４個の
ＯＦＤＭシンボル期間を有する。第１のスロット３１０および第２のスロット３１５の各
々は、サブフレーム３０５に示されているように、０～６をインデックス付けされた７つ
のシンボル期間を含み得る。低レイテンシＴＴＩはスロットＴＴＩ３２０を含み得、それ
は、サブフレーム３０５の第１のスロット３１０に対応し得るが、いくつかの例では、第
２のスロット３１５に対応し得る。
【００７３】
　[0086]いくつかの例では、低レイテンシＴＴＩは、２シンボルＴＴＩ３２５、または１
シンボルＴＴＩ３３０を含み得る。いくつかの例では、第１のマルチキャストサービスは
、第１のスロット３１０に関連するスロットＴＴＩ３２０を有し得、第２のマルチキャス
トサービスは、第２のスロット３１５に関連する、２シンボルＴＴＩ３２５、または１シ
ンボルＴＴＩ３３０を有し得る。もちろん、単一のマルチキャストサービスのための単一
のＴＴＩ持続時間または異なるマルチキャストサービスのためのＴＴＩ持続時間の様々な
組合せが、特定のサブフレーム３０５の構成されたリソース内で使用され得、図３の例は
、例示および説明の目的で与えられる。上記のように、異なるマルチキャストサービスが
それらの特定のＧ－ＲＮＴＩに従って区別され得、低レイテンシＰＴＭ通信を受信するＵ
Ｅは、ＵＥにおいて受信されるべきトラフィックに基づいて、特定のサービスを選択する
かまたはそれのために構成され得る。いくつかの例では、複数のＰＴＭサービスが、サブ
フレーム上でＦＤＭ／ＴＤＭ様式で基地局によってスケジュールされ得る。いくつかの場
合には、２つまたはそれ以上のＰＴＭサービスがＵＥによってサポートされる場合、サー
ビスの各々が、同じＴＴＩ持続時間（たとえば、スロットＴＴＩ、２シンボルＴＴＩ、ま
たは１シンボルＴＴＩ）を有するように構成され得る。そのような場合、異なるＰＴＭサ
ービスが、サブフレーム中の異なるＴＴＩ機会においてサポートされ得る。たとえば、ス
ロットＴＴＩを用いて、第１のＰＴＭサービスが第１のスロット３１０においてスケジュ
ールされ得、第２のＰＴＭサービスが第２のスロット３１５においてスケジュールされ得
る。他の例では、異なるＰＴＭサービスが、サブフレーム中の異なるＴＴＩ持続時間を有
し得る。そのような例では、基地局は、たとえば、ＳＩＢまたはＭＣＣＨ送信においてな
ど、特定のサービスのためにＴＴＩのインジケーションを与え得る。
【００７４】
　[0087]上記のように、ＰＴＭ送信のためのワイヤレスリソースの割振りが、基地局１０
５によって行われ、１つまたは複数のＵＥ１１５にシグナリングされ得る。ＰＴＭ送信の
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ためのリソース割振りおよびＴＴＩ持続時間のインジケーションが、動的にまたは半静的
に与えられ得る。ＰＴＭ送信の構成が半静的である例では、基地局は、たとえば、周期Ｓ
ＩＢ送信を通してなど、半静的に、スロットＴＴＩ、２シンボルＴＴＩ、または１シンボ
ルＴＴＩなど、ＴＴＩ持続時間をシグナリングし得る。ＰＴＭ送信の構成が動的である例
では、基地局は、サブフレームに関連するダウンリンク許可においてなど、サブフレーム
単位でＴＴＩを選択し、サブフレームごとに動的にＴＴＩを示し得る。そのような動的Ｔ
ＴＩ選択は、たとえば、基地局が、低レイテンシＰＴＭ　ＴＴＩ持続時間をサブフレーム
の低レイテンシユニキャスト送信のＴＴＩ持続時間とアラインすることを可能にし得る。
【００７５】
　[0088]いくつかの例では、低レイテンシＴＴＩ持続時間の変更は、サブフレーム単位で
実行され得、いくつかの例では、低レイテンシＴＴＩ持続時間変更は、低レイテンシ送信
を、ユニキャスト送信のより長い持続時間ＴＴＩ、他のより長い持続時間ＴＴＩ　ＰＴＭ
送信、あるいは他の低レイテンシユニキャスト送信またはＰＴＭ送信の１つまたは複数の
境界とアラインするようにするために、サブフレーム境界においてのみ行われ得る。いく
つかの例では、キャリア上でユニキャスト送信とＰＴＭ送信の両方を同時に監視するＵＥ
のために、両方の送信についてＴＴＩをアラインすることが有用であり得る。そのような
アラインメント（alignment）は、基地局がより容易に２つの送信ストラテジー間でワイ
ヤレスリソースを区分し、リソース重複を回避するのを助けることを可能にし得る。たと
えば、低レイテンシユニキャスト送信が２シンボルＴＴＩ持続時間を用いて構成される場
合、基地局は、低レイテンシＰＴＭ送信のために２シンボルＴＴＩ持続時間をも選択し得
る。さらに、ユニキャストＴＴＩ持続時間が動的に示される例では、低レイテンシＰＴＭ
送信ＴＴＩ持続時間は、同様に動的に示され得る。
【００７６】
　[0089]上記のように、いくつかの例では、低レイテンシＰＴＭ送信のためのＤＲＸ構成
は、ユニキャスト送信のＤＲＸ構成から独立していることがある。たとえば、ユニキャス
トサブフレーム持続時間ＴＴＩは、第１のＤＲＸモードにおいて構成され得、低レイテン
シＰＴＭ送信は、ＤＲＸを有しないように構成され得、これは、低レイテンシＤＲＸサイ
クルの起動時間に関連するレイテンシを低減し得る。そのような構成は、ＵＥにおける増
加された電力消費を生じ得、いくつかの例では、特定のＰＴＭサービスのサービス品質に
基づいて実装され得る。他の例では、低レイテンシＰＴＭのためのＤＲＸは、関連するＰ
ＴＭサービスのトラフィックタイプに少なくとも部分的に基づいて構成され得る。たとえ
ば、データ送信の統計値または周期性（たとえば、低い遅延を用いて特定の時間において
ＵＥのセットにグループコマンドを送ること）がアプリオリに知られるＰＴＭサービスに
ついて、低レイテンシＰＴＭ　ＤＲＸスケジューリングは、ＵＥ起動時間がデータ送信に
対応することを提供するように設定され得る。そのような構成は、ＤＲＸのない構成に対
して向上された電力節約を与え得る。他の例では、低レイテンシＰＴＭ　ＤＲＸ周期性お
よびサブフレームオフセット構成は、サブフレームレベルＴＴＩ持続時間に基づき得るが
、ＤＲＸオン持続時間は、低レイテンシＰＴＭ送信の短縮ＴＴＩ持続時間に基づき得る。
そのような短縮オン持続時間は、低減された電力消費を与え得る。
【００７７】
　[0090]図４は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートする、アライ
ンされたユニキャストおよびＰＴＭ　ＴＴＩ持続時間を用いたワイヤレスリソース４００
の一例を示す。いくつかの場合には、ワイヤレスリソース４００は、図１～図２を参照し
ながら説明されたように、ＵＥ１１５または基地局１０５によって使用されるワイヤレス
リソースの態様を表し得る。図４の例では、基地局は、サブフレーム４０５においてレガ
シーおよび／または低レイテンシユニキャスト送信を送信し得、ならびにサブフレーム４
０５において低レイテンシＰＴＭ送信を送信し得る。そのような場合、基地局は、ＰＴＭ
送信をユニキャスト送信より先に優先し得る。そのような優先度付けは、複数のＵＥへの
ＰＴＭ送信が単一のＵＥへのユニキャストデータより先に送信され得ることを提供し得る
。低レイテンシユニキャストサービスとＰＴＭサービスとが同じ基地局において利用可能
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である場合、基地局は、いくつかの例では、ＰＴＭサービスをユニキャストサービスより
先に優先し得る。１つの基地局がＬＴＥまたは低レイテンシユニキャストＬＴＥサービス
をサポートし、隣接基地局が低レイテンシＰＴＭサービスをサポートする場合、両方の基
地局のカバレージエリア内のＵＥは、データ復調品質を向上させるために、シンボルベー
ス干渉推定を実行するように構成され得る。いくつかの例では、そのような隣接基地局間
の協調は、ユニキャストＬＴＥ送信と低レイテンシＰＴＭ送信とが互いとの比較的小さい
干渉を有するかまたは干渉を有しないような、協調スケジューリングを与え得る。
【００７８】
　[0091]引き続き図４を参照すると、同じ基地局がユニキャストサービスとＰＴＭサービ
スの両方をサポートし、ＰＴＭサービスおよびユニキャストサービスのためのワイヤレス
リソースが重複する場合、基地局は、いくつかの例では、異なるサービスのためにリソー
スを多重化し得る。図４の例では、レガシーＬＴＥユニキャスト送信に関連するサブフレ
ーム４０５は、第１のスロット４１０と第２のスロット４１５とを有し得、各々は７つの
ＯＦＤＭシンボル期間を有する。低レイテンシＰＴＭ送信は、１スロットＴＴＩ４２５を
有し得、それは、サブフレーム４０５の第１のスロット４１０に対応し得る。いくつかの
例では、送信を受信するＵＥは、ＰＴＭ送信を用いるシンボル期間を識別するために、各
シンボル期間にわたる受信電力を使用することによってなど、ＰＴＭ送信の存在を決定す
るためにブラインド検出を実行し得る。いくつかの例では、ユニキャスト送信を受信する
ＵＥは、ＰＴＭ送信によってパンクチャされる（punctured）ワイヤレスリソース中で受
信される信号を廃棄し得る。代替手法は、ＵＥにおける干渉消去能力とともに共用リソー
ス上で両方の送信を多重化することである。いくつかの例では、第１のスロット４１０中
の低レイテンシＰＴＭリソースの存在が、ＰＴＭリソース中で受信される信号をＵＥが廃
棄することを可能にするために、後続するサブフレームの制御チャネル送信を介してＰＴ
Ｍ送信を受信していないＵＥに示され得る。他の場合には、低レイテンシユニキャスト送
信と低レイテンシＰＴＭ送信とは、異なるＴＴＩ持続時間を有し得るか、またはＴＴＩが
アラインされないことがある。そのようなワイヤレスリソースの例が、図５Ａおよび図５
Ｂに示されている。
【００７９】
　[0092]図５Ａは、本開示の態様による、低レイテンシユニキャスト送信が低レイテンシ
ＰＴＭ送信より前に開始し得る、ワイヤレスリソース５００の一例を示す。いくつかの場
合には、ワイヤレスリソース５００とワイヤレスリソース５５０とは、図１～図２を参照
しながら説明されたように、ＵＥ１１５または基地局１０５によって使用されるワイヤレ
スリソースの態様を表し得る。
【００８０】
　[0093]ワイヤレスリソース５００の例では、第１のスロット５１０と第２のスロット５
１５とを有するサブフレーム５０５は、重複する低レイテンシユニキャスト送信および低
レイテンシＰＴＭ送信を有し得る。低レイテンシユニキャスト送信は、たとえば、サブフ
レーム５０５の第１のスロット５１０に対応する低レイテンシユニキャストＴＴＩ５２０
を含み得る。低レイテンシＰＴＭ送信は、この例では、低レイテンシユニキャストＴＴＩ
５２０の開始の後に開始する２シンボルＴＴＩである、ＰＴＭ　ＴＴＩ５２５を有し得る
。この場合、ＰＴＭ　ＴＴＩ５２５のリソースは、低レイテンシユニキャスト送信のため
の低レイテンシユニキャストＴＴＩ５２０のリソースをパンクチャするＰＴＭ送信を含み
得る。いくつかの例では、基地局は、パンクチャドリソースのインジケーションを受信Ｕ
Ｅに送信し得る。複数の低レイテンシＰＴＭ送信がスケジュールされる場合、どのシンボ
ル期間が後続のＴＴＩにおいてパンクチャされ得るかのインジケーションが、後続のＴＴ
Ｉにおいて与えられ得、したがって、両方の送信が受信ＵＥにおける干渉消去とともに多
重化され得る。
【００８１】
　[0094]図５Ｂは、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ送信が低レイテンシユニキ
ャスト送信より前に開始し得る、ワイヤレスリソース５５０の一例を示す。いくつかの例
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では、ワイヤレスリソース５５０は、図１～図２を参照しながら説明されたように、ＵＥ
１１５または基地局１０５によって使用されるワイヤレスリソースの態様を表し得る。
【００８２】
　[0095]ワイヤレスリソース５５０の例では、第１のスロット５６０と第２のスロット５
６５とを有するサブフレーム５５５は、重複する低レイテンシユニキャスト送信および低
レイテンシＰＴＭ送信を有し得る。低レイテンシユニキャスト送信は、たとえば、低レイ
テンシユニキャストＴＴＩ５７０を有し得、それは、この例では、サブフレーム５５５の
第１のスロット５６０内に１シンボルＴＴＩ持続時間を有する。低レイテンシＰＴＭ送信
は、この例では、低レイテンシユニキャストＴＴＩ５７０の開始の前に開始する２シンボ
ルＴＴＩである、ＰＴＭ　ＴＴＩ５７５を有し得る。この例では、低レイテンシユニキャ
ストＴＴＩ５７０の低レイテンシユニキャストリソースは、低レイテンシＰＴＭ　ＴＴＩ
５７５のためのリソースの周りでレートマッチングされ得る。
【００８３】
　[0096]いくつかの場合には、１つまたは複数の基準信号は、サブフレームＴＴＩ持続時
間を用いて構成される１つまたは複数のレガシー送信中に、またはサブフレームＴＴＩ持
続時間よりも短いＴＴＩ持続時間を用いて構成される１つまたは複数の低レイテンシユニ
キャスト送信中に存在し得る。たとえば、ＤＭＲＳは、レガシーまたは低レイテンシユニ
キャストリソース中に存在し得る。そのような例では、低レイテンシＰＴＭ送信のリソー
スは、そのような基準信号のリソースの周りでレートマッチングされ得、基準信号のイン
ジケーションは、低レイテンシＰＴＭサービスを受信しているＵＥに与えられ得る。基準
信号のそのようなインジケーションは、基準信号のシンボルを示し得、いくつかの例では
、基準信号のＲＥのインジケーションを含み得る。いくつかの例では、低レイテンシＰＴ
Ｍ送信は、レガシーまたは低レイテンシユニキャスト送信の制御チャネルリソースとの重
複を回避するために、基地局によってスケジュールされ得る。
【００８４】
　[0097]図６は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートするプロセス
フロー６００の一例を示す。プロセスフロー６００は、図１～図２を参照しながら説明さ
れた対応するデバイスの例であり得る、基地局１０５－ｂと、第１のＵＥ１１５－ｃと、
第２のＵＥ１１５－ｄとによる動作を含み得る。
【００８５】
　[0098]６０５において、基地局１０５－ｂは、第１のＴＴＩ持続時間と第２のＰＴＭ　
ＴＴＩ持続時間とを識別し得る。第１のＴＴＩ持続時間は、第２のＰＴＭ　ＴＴＩ持続時
間よりも長いＴＴＩ持続時間に関連し得る。いくつかの例では、第１のＴＴＩ持続時間は
、ＬＴＥサブフレームの持続時間に対応し得、第２のＰＴＭ　ＴＴＩ持続時間は、ＬＴＥ
サブフレームのスロット、ＬＴＥサブフレームの２つのシンボル期間、またはＬＴＥサブ
フレームの１つのシンボル期間に対応し得る。いくつかの例では、基地局１０５－ｂは、
基地局１０５－ｂによって与えられるべき１つまたは複数の低レイテンシＰＴＭサービス
に基づいて、第１のＴＴＩ持続時間と第２のＰＴＭ　ＴＴＩ持続時間とを識別し得る。い
くつかの場合には、複数の低レイテンシＰＴＭサービスは、基地局１０５－ｂによって与
えられ得、同じＴＴＩ持続時間または異なるＴＴＩ持続時間を有し得る、異なるＰＴＭサ
ービスのための追加のＴＴＩ持続時間が識別され得る。
【００８６】
　[0099]６１０において、基地局１０５－ｂは、ユニキャスト送信およびＰＴＭ送信のた
めに、ＰＴＭリソースおよびユニキャストリソースを割り振り得る。ワイヤレスリソース
は、様々な様式で割り振られ得、これは、ユニキャストリソースがＰＴＭリソースの周り
でレートマッチングされる例、またはＰＴＭリソースがユニキャストリソースをパンクチ
ャする例を含み得る。リソースは、ＴＴＩ持続時間を用いて構成され得る（たとえば、ユ
ニキャストリソースは、第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成され得、ＰＴＭリソースは、
第２のＰＴＭ　ＴＴＩ持続時間を用いて構成され得る）。
【００８７】
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　[00100]６１５において、基地局１０５－ｂは、１つまたは複数の制御チャネル送信を
第２のＵＥ１１５－ｄに送信し得、６２０において、基地局１０５－ｂは、１つまたは複
数の制御チャネル送信を第１のＵＥ１１５－ｃに送信し得る。６１５および６２０におい
て送信される制御チャネル送信は、６０５において識別されるＴＴＩ持続時間と６１０に
おいて割り振られたワイヤレスリソースとを示し得る。いくつかの例では、６１５および
６２０において送信される制御チャネル送信は、特定のＰＴＭサービスに関連するグルー
プインジケーションを含み得、第１のＵＥ１１５－ｃおよび／または第２のＵＥ１１５－
ｄは、特定のＰＴＭサービスにも関連するグループＩＤを用いて構成され得る。
【００８８】
　[00101]６２５において、第１のＵＥ１１５－ｃは、６２０において基地局１０５－ｂ
によって送信される１つまたは複数の制御チャネル送信を受信し得る。６３０において、
第１のＵＥ１１５－ｃは、６０５において基地局１０５－ｂによって識別される第１のＴ
ＴＩ持続時間を識別し得、６３５において、第１のＵＥ１１５－ｃは、６０５において基
地局１０５－ｂによって識別される第２のＴＴＩ持続時間を識別し得る。いくつかの例で
は、６３５における第２のＴＴＩ持続時間の識別は、第１のＵＥ１１５－ｃのグループＩ
Ｄと、６２０において基地局１０５－ｂによって送信される１つまたは複数の制御チャネ
ル送信のグループインジケータとに少なくとも部分的に基づき得る。６４０において、第
１のＵＥ１１５－ｃは、割り振られたＰＴＭリソースを決定し得、６４５において、第１
のＵＥ１１５－ｃは、割り振られたＰＴＭリソースと重複し得る、割り振られたユニキャ
ストリソースを決定し得る。
【００８９】
　[00102]６５０において、第２のＵＥ１１５－ｄは、６１５において基地局１０５－ｂ
によって送信される１つまたは複数の制御チャネル送信を受信し得る。６５５において、
第２のＵＥ１１５－ｄは、６０５において基地局１０５－ｂによって識別される第１のＴ
ＴＩ持続時間を識別し得、６６０において、第２のＵＥ１１５－ｄは、６０５において基
地局１０５－ｂによって識別される第２のＴＴＩ持続時間を識別し得る。いくつかの例で
は、６６０における第２のＴＴＩ持続時間の識別は、第２のＵＥ１１５－ｄのグループＩ
Ｄと、６１５において基地局１０５－ｂによって送信される１つまたは複数の制御チャネ
ル送信のグループインジケータとに少なくとも部分的に基づき得る。６６５において、第
２のＵＥ１１５－ｄは、割り振られたＰＴＭリソースを決定し得る。
【００９０】
　[00103]６７０において、基地局１０５－ｂは、ＰＴＭ送信とユニキャスト送信とを送
信し得る。いくつかの例では、６７０において送信されるＰＴＭ送信は、本開示で説明さ
れるように、低レイテンシＴＴＩ持続時間を用いて構成され得る。いくつかの例では、６
７０において送信されるユニキャスト送信は、レガシーＴＴＩ持続時間、低レイテンシＴ
ＴＩ持続時間を用いて構成される低レイテンシユニキャスト送信、またはそれらの組合せ
を用いて構成される、レガシーユニキャスト送信を含み得る。
【００９１】
　[00104]６７５において、第２のＵＥ１１５－ｄは、６１０において割り振られたリソ
ースを使用してＰＴＭ送信を受信し得、ＰＴＭデータを復号するために、ＰＴＭ送信をそ
の後処理し得る。
【００９２】
　[00105]６８０において、第１のＵＥ１１５－ｃは、６１０において割り振られたリソ
ースを使用して、ＰＴＭ送信とユニキャスト送信とを受信し得、ＰＴＭデータとユニキャ
ストデータとを復号するために、それらの送信をその後処理し得る。
【００９３】
　[00106]図７は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートするワイヤ
レスデバイス７００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス７００は、図１、図２、ま
たは図６を参照しながら説明されたＵＥ１１５の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバ
イス７００は、受信機７０５と、送信機７１０と、ＵＥ低レイテンシ通信マネージャ７１
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５とを含み得る。ワイヤレスデバイス７００はプロセッサをも含み得る。これらのコンポ
ーネントの各々は互いと通信していることがある。
【００９４】
　[00107]受信機７０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関連
する制御情報（たとえば、制御チャネル、データチャネル、ならびに低レイテンシポイン
トツーマルチポイント通信に関係する情報など）などの情報を受信し得る。情報は、デバ
イスの他のコンポーネントに受け渡され得る。受信機７０５は、図１０を参照しながら説
明されるトランシーバ１０２５の態様の一例であり得る。受信機７０５は単一のアンテナ
を含み得るか、またはそれは複数のアンテナを含み得る。
【００９５】
　[00108]送信機７１０は、ワイヤレスデバイス７００の他のコンポーネントから受信さ
れた信号を送信し得る。いくつかの例では、送信機７１０は、トランシーバモジュール中
で受信機とコロケートされ得る。たとえば、送信機７１０は、図１０を参照しながら説明
されるトランシーバ１０２５の態様の一例であり得る。送信機７１０は単一のアンテナを
含み得るか、またはそれは複数のアンテナを含み得る。
【００９６】
　[00109]ＵＥ低レイテンシ通信マネージャ７１５は、第１のＵＥに関連し得、２つまた
はそれ以上のＵＥを対象とする送信の第１のセット（たとえば、第１のＵＥと第２のＵＥ
とを対象とするＰＴＭ送信）のためにワイヤレスリソースの第１のセットを割り振る第１
の制御チャネル送信と、第１のＵＥを対象とする送信の第２のセット（たとえば、第１の
ＵＥを対象とするユニキャスト送信）のためにワイヤレスリソースの第２のセットを割り
振る第２の制御チャネル送信とを（たとえば、受信機７０５と協働して）受信し得る。送
信の第１のセットは、低レイテンシＰＴＭ送信であり得、送信の第２のセットは、低レイ
テンシユニキャスト送信、レガシーユニキャスト送信、またはそれらの組合せであり得る
。ＵＥ低レイテンシ通信マネージャ７１５は、送信の第１のセットの受信のための第１の
ＴＴＩ持続時間と、第１のＵＥを対象とする送信の第２のセットの受信のための第２のＴ
ＴＩ持続時間とを識別し得、ここで、第２のＴＴＩ持続時間は第１のＴＴＩ持続時間より
も長い。ＵＥ低レイテンシ通信マネージャ７１５は、送信の第１のセットが、第１の制御
チャネル送信の受信に基づいて（たとえば、第１の制御チャネル送信のグループ識別情報
に基づいて）、第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定し得、決定することに応
答して、リソースの第１のセットを使用して、送信の第１のセットを（たとえば、受信機
７０５と協働して）受信し得、ここで、リソースの第１のセットは、たとえば、第１のＴ
ＴＩ持続時間を用いて構成され得る。ＵＥ低レイテンシ通信マネージャ７１５は、図１０
を参照しながら説明されるＵＥ低レイテンシ通信マネージャ１００５の態様の一例であり
得る。
【００９７】
　[00110]図８は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートするワイヤ
レスデバイス８００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス８００は、図１、図２およ
び図６～図７を参照しながら説明されたワイヤレスデバイス７００またはＵＥ１１５の態
様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス８００は、受信機８０５と、ＵＥ低レイテンシ
通信マネージャ８１０と、送信機８３０とを含み得る。ワイヤレスデバイス８００はプロ
セッサをも含み得る。これらのコンポーネントの各々は互いと通信していることがある。
【００９８】
　[00111]受信機８０５は、デバイスの他のコンポーネントに受け渡され得る情報を受信
し得る。受信機８０５はまた、図７の受信機７０５を参照しながら説明された機能を実行
し得る。受信機８０５は、図１０を参照しながら説明されるトランシーバ１０２５の態様
の一例であり得る。受信機８０５は、単一のアンテナを利用し得るか、またはそれは複数
のアンテナを利用し得る。
【００９９】
　[00112]ＵＥ低レイテンシ通信マネージャ８１０は、図７を参照しながら説明されたＵ
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Ｅ低レイテンシ通信マネージャ７１５の態様の一例であり得、第１のＵＥに関連し得る。
ＵＥ低レイテンシ通信マネージャ８１０は、ＴＴＩ識別コンポーネント８１５と、制御チ
ャネルコンポーネント８２０と、制御ベース受信コンポーネント８２５とを含み得る。Ｕ
Ｅ低レイテンシ通信マネージャ８１０は、図１０を参照しながら説明されるＵＥ低レイテ
ンシ通信マネージャ１００５の態様の一例であり得る。
【０１００】
　[00113]ＴＴＩ識別コンポーネント８１５は、送信の第１のセットの受信のための第１
のＴＴＩ持続時間と、第１のＵＥを対象とする送信の第２のセットの受信のための第２の
ＴＴＩ持続時間とを識別し得、ここで、第２のＴＴＩ持続時間は第１のＴＴＩ持続時間よ
りも長くなり得る。いくつかの場合には、第１のＴＴＩ持続時間と第２のＴＴＩ持続時間
とを識別することは、第２のＴＴＩ持続時間が無線フレームのサブフレームの持続時間に
対応し、第１のＴＴＩ持続時間がサブフレームの持続時間の一部分に対応すると決定する
ことを含む。たとえば、サブフレームは、２つまたはそれ以上のＯＦＤＭシンボル期間を
含み得、第１のＴＴＩ持続時間は、ＯＦＤＭシンボル期間のうちの１つまたは複数に対応
し得る。いくつかの場合には、サブフレームは、第１のＴＴＩ持続時間を有するＴＴＩの
セットを含み、送信の第１のセットは、（たとえば、送信の第１のセットのためのワイヤ
レスリソースを用いて構成される複数のサブフレームの第１のスロット中の）異なるサブ
フレーム内の同じ第１のＴＴＩロケーションにおいて送信され得る。
【０１０１】
　[00114]いくつかの場合には、第１の制御チャネル送信は第１のＴＴＩ持続時間を示す
。いくつかの場合には、第１のＴＴＩ持続時間のインジケーションは、送信の第１のセッ
トを含むダウンリンクワイヤレスリソースのインジケーションにおいて動的に受信される
。いくつかの場合には、第１のＴＴＩ持続時間のインジケーションは、送信の第１のセッ
トに関連する１つまたは複数のパラメータを構成するＳＩＢにおいてなど、半静的に受信
される。いくつかの場合には、第１のＴＴＩ持続時間は、第１のＵＥに送信されるユニキ
ャスト送信のセットを受信するための低レイテンシＴＴＩの持続時間と対応する。本明細
書で使用されるユニキャスト送信のセットは、単一のユニキャスト送信および／または複
数のユニキャスト送信を含み得る。
【０１０２】
　[00115]制御チャネルコンポーネント８２０は、２つまたはそれ以上のＵＥを対象とす
る送信の第１のセットのためにワイヤレスリソースの第１のセットを割り振る第１の制御
チャネル送信と、第１のＵＥを対象とする送信の第２のセットのためにワイヤレスリソー
スの第２のセットを割り振る第２の制御チャネル送信とを（たとえば、受信機８０５と協
働して）受信し得る。いくつかの場合には、第１の制御チャネル送信は、送信の第１のセ
ットのためのスケジューリング情報または後続の制御チャネル送信を監視するための監視
持続時間のうちの１つまたは複数を含む。ワイヤレスリソースの第１のセットは、第１の
ＴＴＩ持続時間を用いて構成され得、ワイヤレスリソースの第２のセットは、第２のＴＴ
Ｉ持続時間を用いて構成され得る。
【０１０３】
　[00116]制御ベース受信コンポーネント８２５は、第１の制御チャネル送信の受信に基
づいて、送信の第１のセットが第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定すること
と、決定することに応答して、第１のＴＴＩを使用して、送信の第１のセットを（たとえ
ば、受信機８０５と協働して）受信することとを行い得る。いくつかの場合には、送信の
第１のセットを受信することは、ワイヤレスリソースの第１のセットによって識別される
トラフィックチャネルを受信することをさらに含む。いくつかの場合には、トラフィック
チャネルは、送信の第２のセットのために使用されるＰＤＳＣＨの一部分を含む。
【０１０４】
　[00117]送信機８３０は、ワイヤレスデバイス８００の他のコンポーネントから受信さ
れた信号を送信し得る。送信機８３０はまた、図７の送信機７１０を参照しながら説明さ
れた機能を実行し得る。いくつかの例では、送信機８３０は、トランシーバモジュール中
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で受信機とコロケートされ得る。たとえば、送信機８３０は、図１０を参照しながら説明
されるトランシーバ１０２５の態様の一例であり得る。送信機８３０は、単一のアンテナ
を利用し得るか、またはそれは複数のアンテナを利用し得る。
【０１０５】
　[00118]図９は、本開示の態様による、ＵＥ低レイテンシ通信マネージャ９００のブロ
ック図を示す。ＵＥ低レイテンシ通信マネージャ９００は、図７および図８を参照しなが
ら説明されたＵＥ低レイテンシ通信マネージャ７１５またはＵＥ低レイテンシ通信マネー
ジャ８１０の態様の一例であり得、第１のＵＥに関連し得る。ＵＥ低レイテンシ通信マネ
ージャ９００はまた、図１０を参照しながら説明されるＵＥ低レイテンシ通信マネージャ
１００５の態様の一例であり得る。
【０１０６】
　[00119]ＵＥ低レイテンシ通信マネージャ９００は、制御ベース受信コンポーネント９
０５と、グループ識別情報コンポーネント９１０と、制御チャネルコンポーネント９１５
と、ＤＲＸコンポーネント９２０と、ユニキャスト送信コンポーネント９２５と、ＴＴＩ
識別コンポーネント９３０とを含み得る。これらのモジュールの各々は、直接または間接
的に、（たとえば、１つまたは複数のバスを介して）互いと通信し得る。
【０１０７】
　[00120]制御ベース受信コンポーネント９０５は、第１の制御チャネル送信の受信に基
づいて、送信の第１のセットが第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定すること
と、決定することに応答して、リソースの第１のセットを使用して、送信の第１のセット
を（たとえば、受信機と協働して）受信することとを行い得、ここで、ワイヤレスリソー
スの第１のセットは第１のＴＴＩを用いて構成され得る。
【０１０８】
　[00121]グループ識別情報コンポーネント９１０は、（たとえば、第１のＵＥが第１の
グループ識別情報を有するとき）第１のグループ識別情報と送信の第１のセットに関連す
るグループインジケーションとに基づいて、送信の第１のセットが第１のＵＥを対象とす
ると決定し得る。グループ識別情報コンポーネント９１０はまた、第１のＵＥの第２のグ
ループ識別情報と、２つまたはそれ以上のＵＥを対象とし、第２のサービスに関連するＰ
ＴＭ送信など、送信の第３のセットに関連する第２のグループインジケーションとに基づ
いて、送信の第３のセットが、第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定し得る。
そのような例では、ＴＴＩ識別コンポーネント９３０は、送信の第３のセットを受信する
ための第３のＴＴＩ持続時間を識別し得る。
【０１０９】
　[00122]いくつかの場合には、第１のグループ識別情報は、第１のブロードキャストサ
ービスに関連し、第１のＵＥの第２のグループ識別情報は、第２のサービスに関連する。
いくつかの場合には、送信の第３のセットは、第１のＴＴＩを使用するか、または異なる
ＴＴＩを使用し得る。たとえば、送信の第１のセットは、サブフレームの第１のスロット
において送信され得、送信の第３のセットは、サブフレームの第２のスロットにおいて送
信され得、第１のスロットおよび第２のスロットは、第１のＴＴＩの持続時間を有する。
他の例では、送信の第１のセットは、第１のスロットの２つのシンボルを占有し得、送信
の第３のセットは、第１のスロットの１つまたは２つの重複しないシンボルを占有し得る
。
【０１１０】
　[00123]制御チャネルコンポーネント９１５は、２つまたはそれ以上のＵＥを対象とす
る送信の第１のセットのためにワイヤレスリソースの第１のセットを割り振る第１の制御
チャネル送信と、第１のＵＥを対象とする送信の第２のセットのためにワイヤレスリソー
スの第２のセットを割り振る第２の制御チャネル送信とを（たとえば、受信機と協働して
）受信し得る。いくつかの場合には、第１の制御チャネル送信は、送信の第１のセットの
ためのスケジューリング情報または後続の制御チャネル送信を監視するための監視持続時
間のうちの１つまたは複数を含む。
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【０１１１】
　[00124]ＤＲＸコンポーネント９２０は、１つまたは複数のＤＲＸパラメータを構成し
得、いくつかの例では、第１のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータを１つまたは複数の第２のＴＴ
Ｉ　ＤＲＸパラメータとは別々に構成し得る。いくつかの場合には、構成することは、送
信の第１のセットが第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定されるとき、ＤＲＸ
を中止すること、送信の第１のセットのトラフィックタイプに基づいて、１つまたは複数
の第１のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータを設定すること、または第２のＴＴＩ持続時間に基づ
いて第１のＴＴＩ　ＤＲＸ周期性またはオフセットを設定することおよび第１のＴＴＩ持
続時間に基づいて第１のＴＴＩ　ＤＲＸオン持続時間を設定することのうちの１つまたは
複数を含む。
【０１１２】
　[00125]ユニキャスト送信コンポーネント９２５は、ユニキャスト送信が送信の第１の
セットとコンカレントに送信されるように構成されると決定することと、送信の第１のセ
ットがユニキャスト送信とコンカレントに第１のＵＥにおいて受信されるかどうかを決定
することとを行い得る。いくつかの場合には、送信の第１のセットがユニキャスト送信と
コンカレントに第１のＵＥにおいて受信されるかどうかを決定することは、ユニキャスト
送信と送信の第１のセットとがコンカレントに受信されることをブラインド検出すること
を含む。いくつかの場合には、ブラインド検出することは、第１のＴＴＩ持続時間を有す
る２つまたはそれ以上のＴＴＩにわたって（たとえば、受信機によって受信された）受信
電力を比較することを含む。いくつかの場合には、インジケーションは、送信の第１のセ
ットがユニキャスト送信とコンカレントに送信されるべきであるという制御チャネルイン
ジケーションにおいて受信され得る。
【０１１３】
　[00126]いくつかの場合には、ユニキャスト送信は、送信の第１のセットの周りでレー
トマッチングされ得る。いくつかの場合には、送信の第１のセットは、ユニキャスト送信
のためにスケジュールされたリソースをパンクチャするリソースにおいてスケジュールさ
れ得、ＵＥは、送信の受信された第１のセットに対して干渉消去を実行し得る。いくつか
の場合には、送信の第１のセットは、ユニキャスト送信に関連する１つまたは複数の基準
信号の周りでレートマッチングされ得る。
【０１１４】
　[00127]ＴＴＩ識別コンポーネント９３０は、送信の第１のセットの受信のための第１
のＴＴＩ持続時間と、第１のＵＥを対象とする送信の第２のセットの受信のための第２の
ＴＴＩ持続時間とを識別し得、ここで、第２のＴＴＩ持続時間は第１のＴＴＩ持続時間よ
りも長い。
【０１１５】
　[00128]図１０は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートするＵＥ
１１５－ｅを含むシステム１０００の図を示す。ＵＥ１１５－ｅは、図１、図２および図
６～図８を参照しながら説明されたように、ワイヤレスデバイス７００、ワイヤレスデバ
イス８００、またはＵＥ１１５の一例であり得る。
【０１１６】
　[00129]ＵＥ１１５－ｅは、ＵＥ低レイテンシ通信マネージャ１００５と、メモリ１０
１０と、プロセッサ１０２０と、トランシーバ１０２５と、アンテナ１０３０と、誤り訂
正コード（ＥＣＣ）モジュール１０３５とを含み得る。これらのモジュールの各々は、直
接または間接的に、（たとえば、１つまたは複数のバスを介して）互いと通信し得る。Ｕ
Ｅ低レイテンシ通信マネージャ１００５は、図７～図９を参照しながら説明されたように
、ＵＥ低レイテンシ通信マネージャの一例であり得る。
【０１１７】
　[00130]メモリ１０１０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取り専用メモ
リ（ＲＯＭ）を含み得る。メモリ１０１０は、プロセッサ１０２０によって実行されたと
き、ＵＥ１１５－ｃに本明細書で説明される様々な機能（たとえば、低レイテンシポイン
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トツーマルチポイント通信など）を実行させるように動作可能である命令を含むコンピュ
ータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェアコード１０１５を記憶し
得る。いくつかの場合には、コード１０１５は、プロセッサ１０２０によって直接的に実
行可能でないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行されたとき）コンピュータ
に、ＵＥ１１５－ｅに本明細書で説明される機能を実行させることを行わせ得る。プロセ
ッサ１０２０は、インテリジェントハードウェアデバイス、（たとえば、中央処理ユニッ
ト（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）など）を含み
得る。
【０１１８】
　[00131]トランシーバ１０２５は、上記で説明されたように、１つまたは複数のアンテ
ナ、ワイヤードリンク、またはワイヤレスリンクを介して、１つまたは複数のネットワー
クと双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ１０２５は、基地局１０５（たとえば
、基地局１０５－ｃ）または別のＵＥ１１５と双方向に通信し得る。トランシーバ１０２
５はまた、パケットを変調し、変調されたパケットを送信のためにアンテナに与えるため
の、およびアンテナから受信されたパケットを復調するためのモデムを含み得る。いくつ
かの場合には、ＵＥ１１５－ｅは単一のアンテナ１０３０を含み得る。しかしながら、い
くつかの場合には、デバイスは、複数のワイヤレス送信をコンカレントに送信または受信
することが可能であり得る２つ以上のアンテナ１０３０を有し得る。
【０１１９】
　[00132]ＥＣＣモジュール１０３５は、低減または可変持続時間ＴＴＩを使用する動作
、広帯域動作、あるいは無認可スペクトル中の動作を含む、ＥＣＣを使用する動作を可能
にし得る。
【０１２０】
　[00133]図１１は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートするワイ
ヤレスデバイス１１００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス１１００は、図１、図
２、および図６を参照しながら説明された基地局１０５の態様の一例であり得る。ワイヤ
レスデバイス１１００は、受信機１１０５と、送信機１１１０と、基地局低レイテンシ通
信マネージャ１１１５とを含み得る。ワイヤレスデバイス１１００はプロセッサをも含み
得る。これらのコンポーネントの各々は互いと通信していることがある。
【０１２１】
　[00134]受信機１１０５は、パケット、ユーザデータ、または様々な情報チャネルに関
連する制御情報（たとえば、制御チャネル、データチャネル、ならびに低レイテンシポイ
ントツーマルチポイント通信に関係する情報など）などの情報を受信し得る。情報は、デ
バイスの他のコンポーネントに受け渡され得る。受信機１１０５は、図１４を参照しなが
ら説明されるトランシーバ１４２５の態様の一例であり得る。受信機１１０５は単一のア
ンテナを含み得るか、またはそれは複数のアンテナを含み得る。
【０１２２】
　[00135]送信機１１１０は、ワイヤレスデバイス１１００の他のコンポーネントから受
信された信号を送信し得る。いくつかの例では、送信機１１１０は、トランシーバモジュ
ール中で受信機とコロケートされ得る。たとえば、送信機１１１０は、図１４を参照しな
がら説明されるトランシーバ１４２５の態様の一例であり得る。送信機１１１０は単一の
アンテナを含み得るか、またはそれは複数のアンテナを含み得る。
【０１２３】
　[00136]基地局低レイテンシ通信マネージャ１１１５は、送信の第１のセット（たとえ
ば、ＰＴＭ送信のセット）を少なくとも第１のＵＥと第２のＵＥとに送信するための第１
のＴＴＩ持続時間と、送信の第２のセット（たとえば、ユニキャスト送信のセット）を１
つまたは複数のＵＥに送信するための第２のＴＴＩ持続時間とを識別し得る。いくつかの
例では、第２のＴＴＩ持続時間は第１のＴＴＩ持続時間よりも長くなり得る。基地局低レ
イテンシ通信マネージャ１１１５は、第１のＵＥと第２のＵＥとが送信の第１のセットを
受信するべきであると決定し、第１のＴＴＩを用いて構成され得るワイヤレスリソースの
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第１のセットを使用して、送信の第１のセットを第１のＵＥと第２のＵＥとに（たとえば
、送信機１１１０と協働して）送信し得る。基地局低レイテンシ通信マネージャ１１１５
は、第２のＴＴＩを用いて構成され得るワイヤレスリソースの第２のセットを使用して、
送信の第２のセットを（たとえば、送信機１１１０と協働して）送信し得る。送信の第１
のセットは、たとえば、低レイテンシＰＴＭ送信であり得、送信の第２のセットはユニキ
ャスト送信であり得る。基地局低レイテンシ通信マネージャ１１１５は、図１４を参照し
ながら説明される基地局低レイテンシ通信マネージャ１４０５の態様の一例であり得る。
【０１２４】
　[00137]図１２は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートするワイ
ヤレスデバイス１２００のブロック図を示す。ワイヤレスデバイス１２００は、図１、図
２、図６および図１１を参照しながら説明されたワイヤレスデバイス１１００または基地
局１０５の態様の一例であり得る。ワイヤレスデバイス１２００は、受信機１２０５と、
基地局低レイテンシ通信マネージャ１２１０と、送信機１２３０とを含み得る。ワイヤレ
スデバイス１２００はプロセッサをも含み得る。これらのコンポーネントの各々は互いと
通信していることがある。
【０１２５】
　[00138]受信機１２０５は、デバイスの他のコンポーネントに受け渡され得る情報を受
信し得る。受信機１２０５はまた、図１１の受信機１１０５を参照しながら説明された機
能を実行し得る。いくつかの例では、受信機１２０５は、トランシーバモジュール中で受
信機とコロケートされ得る。たとえば、受信機１２０５は、図１４を参照しながら説明さ
れるトランシーバ１４２５の態様の一例であり得る。受信機１２０５は、単一のアンテナ
を利用し得るか、またはそれは複数のアンテナを利用し得る。
【０１２６】
　[00139]基地局低レイテンシ通信マネージャ１２１０は、図１１を参照しながら説明さ
れた基地局低レイテンシ通信マネージャ１１１５の態様の一例であり得る。基地局低レイ
テンシ通信マネージャ１２１０は、ＴＴＩ識別コンポーネント１２１５と、ＵＥ決定コン
ポーネント１２２０と、送信構成コンポーネント１２２５とを含み得る。基地局低レイテ
ンシ通信マネージャ１２１０は、図１４を参照しながら説明される基地局低レイテンシ通
信マネージャ１４０５の態様の一例であり得る。
【０１２７】
　[00140]ＴＴＩ識別コンポーネント１２１５は、送信の第１のセットを少なくとも第１
のＵＥと第２のＵＥとに送信するための第１のＴＴＩ持続時間と、送信の第２のセットを
１つまたは複数のＵＥに送信するための第２のＴＴＩ持続時間とを識別し得、ここで、第
２のＴＴＩ持続時間は第１のＴＴＩ持続時間よりも長い。いくつかの場合には、第２のＴ
ＴＩ持続時間は無線フレームのサブフレームの持続時間に対応し、第１のＴＴＩ持続時間
はサブフレームの持続時間の一部分に対応する。いくつかの場合には、サブフレームは、
２つまたはそれ以上のＯＦＤＭシンボル期間を含み、第１のＴＴＩ持続時間は、ＯＦＤＭ
シンボル期間のうちの１つまたは複数に対応する。いくつかの場合には、サブフレームは
、第１のＴＴＩ持続時間を有するＴＴＩのセットを含み、送信の第１のセットは、異なる
サブフレーム内の同じ第１のＴＴＩロケーションにおいて送信され得る。いくつかの場合
には、第１のＴＴＩ持続時間は、第１のＵＥに送信されるユニキャスト送信のセットのた
めの低レイテンシＴＴＩの持続時間に対応する。
【０１２８】
　[00141]ＵＥ決定コンポーネント１２２０は、第１のＵＥと第２のＵＥとが送信の第１
のセットを受信するべきであると決定し得る。送信構成コンポーネント１２２５は、第１
のＴＴＩを用いて構成されるワイヤレスリソースの第１のセットを使用して、送信の第１
のセットを第１のＵＥと第２のＵＥとに（たとえば、送信機１２３０と協働して）送信す
ることと、第２のＴＴＩを用いて構成されるリソースの第２のセットを使用して、送信の
第２のセットを送信することとを行い得る。
【０１２９】
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　[00142]送信機１２３０は、ワイヤレスデバイス１２００の他のコンポーネントから受
信された信号を送信し得る。送信機はまた、図１１の送信機１１１０を参照しながら説明
された機能を実行し得る。いくつかの例では、送信機１２３０は、トランシーバモジュー
ル中で受信機とコロケートされ得る。たとえば、送信機１２３０は、図１４を参照しなが
ら説明されるトランシーバ１４２５の態様の一例であり得る。送信機１２３０は、単一の
アンテナを利用し得るか、またはそれは複数のアンテナを利用し得る。
【０１３０】
　[00143]図１３は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートする基地
局低レイテンシ通信マネージャ１３００のブロック図を示す。基地局低レイテンシ通信マ
ネージャ１３００は、図１１および図１２を参照しながら説明された基地局低レイテンシ
通信マネージャ１１１５または基地局低レイテンシ通信マネージャ１２１０の態様の一例
であり得る。基地局低レイテンシ通信マネージャ１３００はまた、図１４を参照しながら
説明される基地局低レイテンシ通信マネージャ１４０５の態様の一例であり得る。
【０１３１】
　[00144]基地局低レイテンシ通信マネージャ１３００は、リソース割振りコンポーネン
ト１３０５と、ＴＴＩ識別コンポーネント１３１０と、ＵＥグルーピングコンポーネント
１３１５と、送信構成コンポーネント１３２０と、制御チャネルコンポーネント１３２５
と、ＤＲＸコンポーネント１３３０と、ユニキャストコンポーネント１３３５と、ＵＥ決
定コンポーネント１３４０とを含み得る。これらのモジュールの各々は、直接または間接
的に、（たとえば、１つまたは複数のバスを介して）互いと通信し得る。
【０１３２】
　[00145]リソース割振りコンポーネント１３０５は、送信の第１のセットのためにワイ
ヤレスリソースの第１のセットを割り振り、送信の第２のセットのためにワイヤレスリソ
ースの第２のセットを割り振り、いくつかの場合には、送信の追加のセットのために追加
のセットまたはワイヤレスリソース（たとえば、異なるマルチキャストサービスのための
リソース）を割り振り得る。ワイヤレスリソースの第１のセットは、第１のＴＴＩ持続時
間を用いて構成され得、ワイヤレスリソースの第２のセットは、第２のＴＴＩ持続時間を
用いて構成され得る。ワイヤレスリソースの第１のセットは、ワイヤレスリソースの第２
のセットのサブセットを含み得、ワイヤレスリソースの第１のセットおよびワイヤレスリ
ソースの第２のセットの割振りは、１つまたは複数の制御チャネル送信において第１のＵ
Ｅと第２のＵＥとに送信され得る。いくつかの例では、第１の制御チャネル送信は、送信
の第１のセットのためのスケジューリング情報または後続の制御チャネル送信を監視する
ための監視持続時間のうちの１つまたは複数を含み得る。いくつかの場合には、ワイヤレ
スリソースの第１のセットは、送信の第２のセットのために使用されるＰＤＳＣＨ内のト
ラフィックチャネルを含む。
【０１３３】
　[00146]ＴＴＩ識別コンポーネント１３１０は、送信の第１のセットを少なくとも第１
のＵＥと第２のＵＥとに送信するための第１のＴＴＩ持続時間と、送信の第２のセットを
１つまたは複数のＵＥに送信するための第２のＴＴＩ持続時間とを識別し得、ここで、第
２のＴＴＩ持続時間は第１のＴＴＩ持続時間よりも長い。いくつかの場合には、ＴＴＩ識
別コンポーネント１３１０は、異なるＰＴＭサービスの送信など、送信の１つまたは複数
の追加のセットのために、１つまたは複数の追加のＴＴＩ持続時間を識別し得る。
【０１３４】
　[00147]ＵＥグルーピングコンポーネント１３１５は、異なるサービスに関連するグル
ープＩＤを識別し得、いくつかの場合には、送信の第３のセットを介して与えられるべき
、第１のＵＥと少なくとも１つの他のＵＥとに与えられるべき第２のサービスを識別し得
る。いくつかの場合には、ＵＥグルーピングコンポーネント１３１５は、第１のＵＥと第
２のＵＥとが送信の第１のセットを受信するべきであることを識別し、第１のグループ識
別情報を用いて第１のＵＥと第２のＵＥとを構成し得る。いくつかの場合には、第１のグ
ループ識別情報は、第１のブロードキャストサービスに関連し、ＵＥグルーピングコンポ
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ーネント１３１５はまた、第１のＴＴＩ持続時間を使用するワイヤレスリソースの第３の
セットを使用して、送信の第３のセットによって与えられ得る第２のサービスに関連する
第２のグループ識別情報を用いて、第１のＵＥと少なくとも１つの他のＵＥとを構成し得
る。いくつかの場合には、送信の第１のセットは、サブフレームの第１のスロットにおい
て送信され、送信の第３のセットは、サブフレームの第２のスロットにおいて送信され、
ここで、第１のスロットおよび第２のスロットは、第１のＴＴＩ持続時間を有する。いく
つかの場合には、送信の第３のセットは、第２のＴＴＩ持続時間よりも短い第３のＴＴＩ
持続時間を使用する。
【０１３５】
　[00148]送信構成コンポーネント１３２０は、第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成され
るワイヤレスリソースの第１のセットを使用して、送信の第１のセットを受信することと
、第２のＴＴＩ持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースの第２のセットを使用し
て、送信の第２のセットを受信することとを行うように、第１のＵＥまたは第２のＵＥ、
またはその両方を構成し得る。
【０１３６】
　[00149]制御チャネルコンポーネント１３２５は、第１のＴＴＩ持続時間を示す第１の
制御チャネル送信を（たとえば、送信機と協働して）送信し得る。いくつかの場合には、
第１のＴＴＩ持続時間のインジケーションは、送信の第１のセットを含むダウンリンクワ
イヤレスリソースのインジケーションにおいて動的に送信される。いくつかの場合には、
第１のＴＴＩ持続時間のインジケーションは、送信の第１のセットに関連する１つまたは
複数のパラメータを構成するＳＩＢにおいて半静的に送信される。
【０１３７】
　[00150]ＤＲＸコンポーネント１３３０は、１つまたは複数の第１のＴＴＩ　ＤＲＸパ
ラメータを１つまたは複数の第２のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータとは別々に構成することと
、１つまたは複数の第１のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータと１つまたは複数の第２のＴＴＩ　
ＤＲＸパラメータとを第１のＵＥと第２のＵＥとに送信することとを行い得る。いくつか
の場合には、構成することは、送信の第１のセットが第１のＵＥにおいて受信されるべき
であると決定されるとき、ＤＲＸを中止すること、送信の第１のセットのトラフィックタ
イプに基づいて、１つまたは複数の第１のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータを設定すること、ま
たは第２のＴＴＩ持続時間に基づいて第１のＴＴＩ　ＤＲＸ周期性またはオフセットを設
定することおよび第１のＴＴＩ持続時間に基づいて第１のＴＴＩ　ＤＲＸオン持続時間を
設定することのうちの１つまたは複数を含む。
【０１３８】
　[00151]ユニキャストコンポーネント１３３５は、ユニキャスト送信が送信の第１のセ
ットの送信とコンカレントに送信されるべきであると決定することと、送信の第１のセッ
トをユニキャスト送信よりも優先することとを行い得る。ユニキャストコンポーネント１
３３５は、送信の第１のセットがユニキャスト送信とコンカレントに送信されるというイ
ンジケーションを（たとえば、送信機と協働して）送信すること、送信の第１のセットの
周りでユニキャスト送信をレートマッチングすること、ユニキャスト送信の１つまたは複
数の基準信号の周りで送信の第１のセットをレートマッチングすること、またはそれらの
組合せを行い得る。ＵＥ決定コンポーネント１３４０は、ＵＥグルーピングコンポーネン
ト１３１５とともに、第１のＵＥと第２のＵＥとが送信の第１のセットを受信するべきで
あると決定し得る。
【０１３９】
　[00152]図１４は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信をサポートする基地
局１０５－ｄを含むシステム１４００の図を示す。基地局１０５－ｄは、図１、図２、図
６および図１１～図１３を参照しながら説明されたように、ワイヤレスデバイス１１００
、ワイヤレスデバイス１２００、または基地局１０５の一例であり得る。基地局１０５－
ｄは、通信を送信するためのコンポーネントと通信を受信するためのコンポーネントとを
含む、双方向音声およびデータ通信のためのコンポーネントをも含み得る。たとえば、基
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地局１０５－ｄは、１つまたは複数の基地局（たとえば、基地局１０５－ｅおよび基地局
１０５－ｆ）および／または１つまたは複数のＵＥ１１５（たとえば、ＵＥ１１５－ｆお
よびＵＥ１１５－ｇ）と双方向に通信し得る。
【０１４０】
　[00153]基地局１０５－ｄは、基地局低レイテンシ通信マネージャ１４０５と、メモリ
１４１０と、プロセッサ１４２０と、トランシーバ１４２５と、アンテナ１４３０と、基
地局通信モジュール１４３５と、ネットワーク通信モジュール１４４０とを含み得る。こ
れらのモジュールの各々は、直接または間接的に、（たとえば、１つまたは複数のバスを
介して）互いと通信し得る。基地局低レイテンシ通信マネージャ１４０５は、図１１～図
１３を参照しながら説明されたように、基地局低レイテンシ通信マネージャの一例であり
得る。
【０１４１】
　[00154]メモリ１４１０はＲＡＭおよびＲＯＭを含み得る。メモリ１４１０は、プロセ
ッサ１４２０によって実行されたとき、基地局１０５－ｄに本明細書で説明される様々な
機能（たとえば、低レイテンシポイントツーマルチポイント通信など）を実行させる命令
を含むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウェア／ファームウェアコード１
４１５を記憶し得る。いくつかの場合には、コード１４１５は、プロセッサ１４２０によ
って直接的に実行可能でないことがあるが、（たとえば、コンパイルされ実行されたとき
）コンピュータに本明細書で説明される機能を実行させ得る。プロセッサ１４２０は、イ
ンテリジェントハードウェアデバイス、（たとえば、ＣＰＵ、マイクロコントローラ、Ａ
ＳＩＣなど）を含み得る。
【０１４２】
　[00155]トランシーバ１４２５は、上記で説明されたように、１つまたは複数のアンテ
ナ、ワイヤードリンク、またはワイヤレスリンクを介して、１つまたは複数のネットワー
クと双方向に通信し得る。たとえば、トランシーバ１４２５は、基地局１０５またはＵＥ
１１５と双方向に通信し得る。トランシーバ１４２５はまた、パケットを変調し、変調さ
れたパケットを送信のためにアンテナに与えるための、およびアンテナから受信されたパ
ケットを復調するためのモデムを含み得る。いくつかの場合には、ワイヤレスデバイスは
単一のアンテナ１４３０を含み得る。しかしながら、いくつかの場合には、デバイスは、
複数のワイヤレス送信をコンカレントに送信または受信することが可能であり得る２つ以
上のアンテナ１４３０を有し得る。
【０１４３】
　[00156]基地局通信モジュール１４３５は、他の基地局１０５との通信を管理し得、他
の基地局１０５と協働してＵＥ１１５との通信を制御するためのコントローラまたはスケ
ジューラを含み得る。たとえば、基地局通信モジュール１４３５は、ビームフォーミング
またはジョイント送信などの様々な干渉緩和技法のためのＵＥ１１５への送信のためのス
ケジューリングを協調させ得る。いくつかの例では、基地局通信モジュール１４３５は、
基地局１０５間の通信を行うために、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａワイヤレス通信ネットワーク技
術内のＸ２インターフェースを与え得る。
【０１４４】
　[00157]ネットワーク通信モジュール１４４０は、（たとえば、１つまたは複数のワイ
ヤードバックホールリンクを介して）コアネットワークとの通信を管理し得る。たとえば
、ネットワーク通信モジュール１４４０は、１つまたは複数のＵＥ１１５など、クライア
ントデバイスのためのデータ通信の転送を管理し得る。
【０１４５】
　[00158]図１５は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信のための方法１５０
０を示すフローチャートを示す。方法１５００の動作は、図１、図２、および図６～図１
０を参照しながら説明されたように、ＵＥ１１５などのデバイスまたはそれのコンポーネ
ントによって実装され得る。たとえば、方法１５００の動作は、本明細書で説明されるよ
うに、ＵＥ低レイテンシ通信マネージャによって実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ
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１１５は、以下で説明される機能を実行するようにデバイスの機能要素を制御するための
コードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェア
を使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。
【０１４６】
　[00159]ブロック１５０５において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、２つまたはそれ以上のＵＥを対象とする送信の第１のセットのために
ワイヤレスリソースの第１のセットを割り振る第１の制御チャネル送信と、第１のＵＥを
対象とする送信の第２のセットのためにワイヤレスリソースの第２のセットを割り振る第
２の制御チャネル送信とを受信し得る。いくつかの例では、ブロック１５０５の動作は、
図８および図９を参照しながら説明されたような制御チャネルコンポーネントによって実
行され得、それは、図７または図８を参照しながら説明されたような受信機７０５または
受信機８０５、あるいは図１０を参照しながら説明されたような（１つまたは複数の）ア
ンテナ１０３０および（１つまたは複数の）トランシーバ１０２５と協働して動作し得る
。
【０１４７】
　[00160]ブロック１５１０において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、送信の第１のセットの受信のための第１のＴＴＩ持続時間と、第１の
ＵＥを対象とする送信の第２のセットの受信のための第２のＴＴＩ持続時間とを識別し得
、ここで、第２のＴＴＩ持続時間は第１のＴＴＩ持続時間よりも長い。いくつかの例では
、ブロック１５１０の動作は、図８および図９を参照しながら説明されたように、ＴＴＩ
識別コンポーネントによって実行され得る。
【０１４８】
　[00161]ブロック１５１５において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、第１の制御チャネル送信の受信に少なくとも部分的に基づいて、送信
の第１のセットが第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定し得る。いくつかの例
では、ブロック１５１５の動作は、図８および図９を参照しながら説明されたように、制
御ベース受信コンポーネントによって実行され得る。
【０１４９】
　[00162]ブロック１５２０において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、決定することに応答して、ワイヤレスリソースの第１のセットを使用
して、送信の第１のセットを受信し得、ここで、ワイヤレスリソースの第１のセットは第
１のＴＴＩ持続時間を用いて構成される。いくつかの例では、ブロック１５２０の動作は
、図８および図９を参照しながら説明されたような制御ベース受信コンポーネントによっ
て実行され得、それは、図７または図８を参照しながら説明されたような受信機７０５ま
たは受信機８０５、あるいは図１０を参照しながら説明されたような（１つまたは複数の
）アンテナ１０３０および（１つまたは複数の）トランシーバ１０２５と協働して動作し
得る。
【０１５０】
　[00163]図１６は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信のための方法１６０
０を示すフローチャートを示す。方法１６００の動作は、図１、図２、および図６～図１
０を参照しながら説明されたように、ＵＥ１１５などのデバイスまたはそれのコンポーネ
ントによって実装され得る。たとえば、方法１６００の動作は、本明細書で説明されるよ
うに、ＵＥ低レイテンシ通信マネージャによって実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ
１１５は、以下で説明される機能を実行するようにデバイスの機能要素を制御するための
コードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェア
を使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。
【０１５１】
　[00164]ブロック１６０５において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、２つまたはそれ以上のＵＥを対象とする送信の第１のセットのために
ワイヤレスリソースの第１のセットを割り振る第１の制御チャネル送信と、第１のＵＥを
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対象とする送信の第２のセットのためにワイヤレスリソースの第２のセットを割り振る第
２の制御チャネル送信とを受信し得る。いくつかの例では、ブロック１６０５の動作は、
図８および図９を参照しながら説明されたような制御チャネルコンポーネントによって実
行され得、それは、図７または図８を参照しながら説明されたような受信機７０５または
受信機８０５、あるいは図１０を参照しながら説明されたような（１つまたは複数の）ア
ンテナ１０３０および（１つまたは複数の）トランシーバ１０２５と協働して動作し得る
。
【０１５２】
　[00165]ブロック１６１０において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、送信の第１のセットの受信のための第１のＴＴＩ持続時間と、第１の
ＵＥを対象とする送信の第２のセットの受信のための第２のＴＴＩ持続時間とを識別し得
、ここで、第２のＴＴＩ持続時間は第１のＴＴＩ持続時間よりも長い。いくつかの例では
、ブロック１６１０の動作は、図８および図９を参照しながら説明されたように、ＴＴＩ
識別コンポーネントによって実行され得る。
【０１５３】
　[00166]ブロック１６１５において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、第１の制御チャネル送信の受信に少なくとも部分的に基づいて、送信
の第１のセットが第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定し得る。いくつかの場
合には、第１のＵＥは第１のグループ識別情報を有し、決定することは、第１のグループ
識別情報と送信の第１のセットに関連するグループインジケーションとに基づいて、送信
の第１のセットが第１のＵＥを対象とすると決定することを含む。いくつかの例では、ブ
ロック１６１５の動作は、図８および図９を参照しながら説明されたように、制御ベース
受信コンポーネントによって実行され得る。
【０１５４】
　[00167]ブロック１６２０において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、ブロック１６１５の決定することに応答して、ワイヤレスリソースの
第１のセットを使用して、送信の第１のセットを受信し得、ここで、ワイヤレスリソース
の第１のセットは第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成される。いくつかの例では、ブロッ
ク１６２０の動作は、図８および図９を参照しながら説明されたような制御ベース受信コ
ンポーネントによって実行され得、それは、図７または図８を参照しながら説明されたよ
うな受信機７０５または受信機８０５、あるいは図１０を参照しながら説明されたような
（１つまたは複数の）アンテナ１０３０および（１つまたは複数の）トランシーバ１０２
５と協働して動作し得る。
【０１５５】
　[00168]ブロック１６２５において、第１のグループ識別情報が第１のブロードキャス
トサービスに関連するとき、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で説明された
ように、第２のサービスに関連する第１のＵＥの第２のグループ識別情報を識別し得る。
いくつかの例では、ブロック１６２５の動作は、図８および図９を参照しながら説明され
たように、グループ識別情報コンポーネントによって実行され得る。
【０１５６】
　[00169]ブロック１６３０において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、第２のグループ識別情報と、２つまたはそれ以上のＵＥを対象とし、
第２のサービスに関連する送信の第３のセットに関連する第２のグループインジケーショ
ンとに基づいて、送信の第３のセットが、第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決
定し得る。いくつかの例では、ブロック１６３０の動作は、図８および図９を参照しなが
ら説明されたようなグループ識別情報コンポーネントによって実行され得、それは、図７
または図８を参照しながら説明されたような受信機７０５または受信機８０５、あるいは
図１０を参照しながら説明されたような（１つまたは複数の）アンテナ１０３０および（
１つまたは複数の）トランシーバ１０２５と協働して動作し得る。
【０１５７】
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　[00170]図１７は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信のための方法１７０
０を示すフローチャートを示す。方法１７００の動作は、図１、図２、および図６～図１
０を参照しながら説明されたように、ＵＥ１１５などのデバイスまたはそれのコンポーネ
ントによって実装され得る。たとえば、方法１７００の動作は、本明細書で説明されるよ
うに、ＵＥ低レイテンシ通信マネージャによって実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ
１１５は、以下で説明される機能を実行するようにデバイスの機能要素を制御するための
コードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェア
を使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。
【０１５８】
　[00171]ブロック１７０５において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、２つまたはそれ以上のＵＥを対象とする送信の第１のセットのために
ワイヤレスリソースの第１のセットを割り振る第１の制御チャネル送信と、第１のＵＥを
対象とする送信の第２のセットのためにワイヤレスリソースの第２のセットを割り振る第
２の制御チャネル送信とを受信し得る。いくつかの例では、ブロック１７０５の動作は、
図８および図９を参照しながら説明されたような制御チャネルコンポーネントによって実
行され得、それは、図７または図８を参照しながら説明されたような受信機７０５または
受信機８０５、あるいは図１０を参照しながら説明されたような（１つまたは複数の）ア
ンテナ１０３０および（１つまたは複数の）トランシーバ１０２５と協働して動作し得る
。
【０１５９】
　[00172]ブロック１７１０において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、送信の第１のセットの受信のための第１のＴＴＩ持続時間と、第１の
ＵＥを対象とする送信の第２のセットの受信のための第２のＴＴＩ持続時間とを識別し得
、ここで、第２のＴＴＩ持続時間は第１のＴＴＩ持続時間よりも長い。いくつかの例では
、ブロック１７１０の動作は、図８および図９を参照しながら説明されたように、ＴＴＩ
識別コンポーネントによって実行され得る。
【０１６０】
　[00173]ブロック１７１５において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、第１の制御チャネル送信の受信に少なくとも部分的に基づいて、送信
の第１のセットが第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定し得る。いくつかの例
では、ブロック１７１５の動作は、図８および図９を参照しながら説明されたように、制
御ベース受信コンポーネントによって実行され得る。
【０１６１】
　[00174]ブロック１７２０において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、ブロック１７１５の決定することに応答して、ワイヤレスリソースの
第１のセットを使用して、送信の第１のセットを受信し得、ここで、ワイヤレスリソース
の第１のセットは第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成される。いくつかの例では、ブロッ
ク１７２０の動作は、図８および図９を参照しながら説明されたような制御ベース受信コ
ンポーネントによって実行され得、それは、図７または図８を参照しながら説明されたよ
うな受信機７０５または受信機８０５、あるいは図１０を参照しながら説明されたような
（１つまたは複数の）アンテナ１０３０および（１つまたは複数の）トランシーバ１０２
５と協働して動作し得る。
【０１６２】
　[00175]ブロック１７２５において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、１つまたは複数の第１のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータを１つまたは複数
の第２のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータとは別々に構成し得る。いくつかの例では、ブロック
１７２５の動作は、図８および図９を参照しながら説明されたように、ＤＲＸコンポーネ
ントによって実行され得る。
【０１６３】
　[00176]図１８は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信のための方法１８０
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０を示すフローチャートを示す。方法１８００の動作は、図１、図２、および図６～図１
０を参照しながら説明されたように、ＵＥ１１５などのデバイスまたはそれのコンポーネ
ントによって実装され得る。たとえば、方法１８００の動作は、本明細書で説明されるよ
うに、ＵＥ低レイテンシ通信マネージャによって実行され得る。いくつかの例では、ＵＥ
１１５は、以下で説明される機能を実行するようにデバイスの機能要素を制御するための
コードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は、専用ハードウェア
を使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。
【０１６４】
　[00177]ブロック１８０５において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、２つまたはそれ以上のＵＥを対象とする送信の第１のセットのために
ワイヤレスリソースの第１のセットを割り振る第１の制御チャネル送信と、第１のＵＥを
対象とする送信の第２のセットのためにワイヤレスリソースの第２のセットを割り振る第
２の制御チャネル送信とを受信し得る。いくつかの例では、ブロック１８０５の動作は、
図８および図９を参照しながら説明されたような制御チャネルコンポーネントによって実
行され得、それは、図７または図８を参照しながら説明されたような受信機７０５または
受信機８０５、あるいは図１０を参照しながら説明されたような（１つまたは複数の）ア
ンテナ１０３０および（１つまたは複数の）トランシーバ１０２５と協働して動作し得る
。
【０１６５】
　[00178]ブロック１８１０において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、送信の第１のセットの受信のための第１のＴＴＩ持続時間と、第１の
ＵＥを対象とする送信の第２のセットの受信のための第２のＴＴＩ持続時間とを識別し得
、ここで、第２のＴＴＩ持続時間は第１のＴＴＩ持続時間よりも長い。いくつかの例では
、ブロック１８１０の動作は、図８および図９を参照しながら説明されたように、ＴＴＩ
識別コンポーネントによって実行され得る。
【０１６６】
　[00179]ブロック１８１５において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、第１の制御チャネル送信の受信に少なくとも部分的に基づいて、送信
の第１のセットが第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定し得る。いくつかの場
合には、送信の第１のセットがユニキャスト送信とコンカレントに第１のＵＥにおいて受
信されるかどうかを決定することは、ユニキャスト送信と送信の第１のセットとがコンカ
レントに受信されることをブラインド検出することを含む。いくつかの例では、ブロック
１８１５の動作は、図８および図９を参照しながら説明されたように、制御ベース受信コ
ンポーネントによって実行され得る。
【０１６７】
　[00180]ブロック１８２０において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、ユニキャスト送信が送信の第１のセットとコンカレントに送信される
ように構成されると決定し得る。いくつかの例では、ブロック１８２０の動作は、図８お
よび図９を参照しながら説明されたように、ユニキャスト送信コンポーネントによって実
行され得る。
【０１６８】
　[00181]ブロック１８２５において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、決定することに応答して、ワイヤレスリソースの第１のセットを使用
して、送信の第１のセットを受信し得、ここで、ワイヤレスリソースの第１のセットは第
１のＴＴＩ持続時間を用いて構成される。いくつかの例では、ブロック１８２５の動作は
、図８および図９を参照しながら説明されたような制御ベース受信コンポーネントによっ
て実行され得、それは、図７または図８を参照しながら説明されたような受信機７０５ま
たは受信機８０５、あるいは図１０を参照しながら説明されたような（１つまたは複数の
）アンテナ１０３０および（１つまたは複数の）トランシーバ１０２５と協働して動作し
得る。
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【０１６９】
　[00182]ブロック１８３０において、ＵＥ１１５は、図２～図６を参照しながら上記で
説明されたように、ユニキャスト送信と送信の第１のセットとがコンカレントに受信され
ることをブラインド検出することによって、送信の第１のセットがユニキャスト送信とコ
ンカレントに第１のＵＥにおいて受信されるかどうかを決定し得る。いくつかの例では、
ブロック１８３０の動作は、図８および図９を参照しながら説明されたように、ユニキャ
スト送信コンポーネントによって実行され得る。
【０１７０】
　[00183]図１９は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信のための方法１９０
０を示すフローチャートを示す。方法１９００の動作は、図１、図２、図６、および図１
１～図１４を参照しながら説明されたように、基地局１０５などのデバイスまたはそれの
コンポーネントによって実装され得る。たとえば、方法１９００の動作は、本明細書で説
明されるように、基地局低レイテンシ通信マネージャによって実行され得る。いくつかの
例では、基地局１０５は、以下で説明される機能を実行するようにデバイスの機能要素を
制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、基地局１０５は、
専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。
【０１７１】
　[00184]ブロック１９０５において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、送信の第１のセットを少なくとも第１のＵＥと第２のＵＥとに送信
するための第１のＴＴＩ持続時間と、送信の第２のセットを１つまたは複数のＵＥに送信
するための第２のＴＴＩ持続時間とを識別し得、ここで、第２のＴＴＩ持続時間は第１の
ＴＴＩ持続時間よりも長い。いくつかの例では、ブロック１９０５の動作は、図１２およ
び図１３を参照しながら説明されたように、ＴＴＩ識別コンポーネントによって実行され
得る。
【０１７２】
　[00185]ブロック１９１０において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、第１のＵＥと第２のＵＥとが送信の第１のセットを受信するべきで
あると決定し得る。いくつかの例では、ブロック１９１０の動作は、図１２および図１３
を参照しながら説明されたように、ＵＥ決定コンポーネントによって実行され得る。
【０１７３】
　[00186]ブロック１９１５において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースの第
１のセットを使用して、送信の第１のセットを第１のＵＥと第２のＵＥとに送信し得る。
いくつかの例では、ブロック１９１５の動作は、図１２および図１３を参照しながら説明
されたような送信構成コンポーネントによって実行され得、それは、図１１または図１２
を参照しながら説明されたような送信機１１１０または送信機１２３０、あるいは図１４
を参照しながら説明されたような（１つまたは複数の）アンテナ１４３０および（１つま
たは複数の）トランシーバ１４２５と協働して動作し得る。
【０１７４】
　[00187]ブロック１９２０において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、第２のＴＴＩ持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースの第
２のセットを使用して、送信の第２のセットを送信し得る。いくつかの例では、ブロック
１９２０の動作は、図１２および図１３を参照しながら説明されたような送信構成コンポ
ーネントによって実行され得、それは、図１１または図１２を参照しながら説明されたよ
うな送信機１１１０または送信機１２３０、あるいは図１４を参照しながら説明されたよ
うな（１つまたは複数の）アンテナ１４３０および（１つまたは複数の）トランシーバ１
４２５と協働して動作し得る。
【０１７５】
　[00188]図２０は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信のための方法２００
０を示すフローチャートを示す。方法２０００の動作は、図１、図２、図６、および図１
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１～図１４を参照しながら説明されたように、基地局１０５などのデバイスまたはそれの
コンポーネントによって実装され得る。たとえば、方法２０００の動作は、本明細書で説
明されるように、基地局低レイテンシ通信マネージャによって実行され得る。いくつかの
例では、基地局１０５は、以下で説明される機能を実行するようにデバイスの機能要素を
制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、基地局１０５は、
専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。
【０１７６】
　[00189]ブロック２００５において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、送信の第１のセットを少なくとも第１のＵＥと第２のＵＥとに送信
するための第１のＴＴＩ持続時間と、送信の第２のセットを１つまたは複数のＵＥに送信
するための第２のＴＴＩ持続時間とを識別し得、ここで、第２のＴＴＩ持続時間は第１の
ＴＴＩ持続時間よりも長い。いくつかの例では、ブロック２００５の動作は、図１２およ
び図１３を参照しながら説明されたように、ＴＴＩ識別コンポーネントによって実行され
得る。
【０１７７】
　[00190]ブロック２０１０において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、第１のＵＥと第２のＵＥとが送信の第１のセットを受信するべきで
あると決定し得る。いくつかの例では、ブロック２０１０の動作は、図１２および図１３
を参照しながら説明されたように、ＵＥ決定コンポーネントによって実行され得る。
【０１７８】
　[00191]ブロック２０１５において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、送信の第１のセットのためにワイヤレスリソースの第１のセットを
割り振り得る。いくつかの例では、ブロック２０１５の動作は、図１２および図１３を参
照しながら説明されたように、リソース割振りコンポーネントによって実行され得る。
【０１７９】
　[00192]ブロック２０２０において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、送信の第２のセットのためにワイヤレスリソースの第２のセットを
割り振り得、ワイヤレスリソースの第１のセットは、ワイヤレスリソースの第２のセット
のサブセットを含む。いくつかの例では、ブロック２０２０の動作は、図１２および図１
３を参照しながら説明されたように、リソース割振りコンポーネントによって実行され得
る。
【０１８０】
　[00193]ブロック２０２５において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、第１の制御チャネル送信におけるワイヤレスリソースの第１のセッ
トと、第２の制御チャネル送信におけるワイヤレスリソースの第２のセットとの割振りを
、第１のＵＥと第２のＵＥとに送信し得る。いくつかの例では、ブロック２０２５の動作
は、図１２および図１３を参照しながら説明されたようなリソース割振りコンポーネント
によって実行され得、それは、図１１または図１２を参照しながら説明されたような送信
機１１１０または送信機１２３０、あるいは図１４を参照しながら説明されたような（１
つまたは複数の）アンテナ１４３０および（１つまたは複数の）トランシーバ１４２５と
協働して動作し得る。
【０１８１】
　[00194]ブロック２０３０において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースの第
１のセットを使用して、送信の第１のセットを第１のＵＥと第２のＵＥとに送信し得る。
いくつかの例では、ブロック２０３０の動作は、図１２および図１３を参照しながら説明
されたような送信構成コンポーネントによって実行され得、それは、図１１または図１２
を参照しながら説明されたような送信機１１１０または送信機１２３０、あるいは図１４
を参照しながら説明されたような（１つまたは複数の）アンテナ１４３０および（１つま
たは複数の）トランシーバ１４２５と協働して動作し得る。
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【０１８２】
　[00195]ブロック２０３５において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、第２のＴＴＩ持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースの第
２のセットを使用して、送信の第２のセットを送信し得る。いくつかの例では、ブロック
２０３５の動作は、図１２および図１３を参照しながら説明されたような送信構成コンポ
ーネントによって実行され得、それは、図１１または図１２を参照しながら説明されたよ
うな送信機１１１０または送信機１２３０、あるいは図１４を参照しながら説明されたよ
うな（１つまたは複数の）アンテナ１４３０および（１つまたは複数の）トランシーバ１
４２５と協働して動作し得る。
【０１８３】
　[00196]図２１は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信のための方法２１０
０を示すフローチャートを示す。方法２１００の動作は、図１、図２、図６、および図１
１～図１４を参照しながら説明されたように、基地局１０５などのデバイスまたはそれの
コンポーネントによって実装され得る。たとえば、方法２１００の動作は、本明細書で説
明されるように、基地局低レイテンシ通信マネージャによって実行され得る。いくつかの
例では、基地局１０５は、以下で説明される機能を実行するようにデバイスの機能要素を
制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、基地局１０５は、
専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。
【０１８４】
　[00197]ブロック２１０５において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、送信の第１のセットを少なくとも第１のＵＥと第２のＵＥとに送信
するための第１のＴＴＩ持続時間と、送信の第２のセットを１つまたは複数のＵＥに送信
するための第２のＴＴＩ持続時間とを識別し得、ここで、第２のＴＴＩ持続時間は第１の
ＴＴＩ持続時間よりも長い。いくつかの例では、ブロック２１０５の動作は、図１２およ
び図１３を参照しながら説明されたように、ＴＴＩ識別コンポーネントによって実行され
得る。
【０１８５】
　[00198]ブロック２１１０において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、第１のＵＥと第２のＵＥとが送信の第１のセットを受信するべきで
あると決定し得る。いくつかの例では、ブロック２１１０の動作は、図１２および図１３
を参照しながら説明されたように、ＵＥ決定コンポーネントによって実行され得る。
【０１８６】
　[00199]ブロック２１１５において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、第１のグループ識別情報を用いて第１のＵＥと第２のＵＥとを構成
し得る。いくつかの例では、ブロック２１１５の動作は、図１２および図１３を参照しな
がら説明されたように、ＵＥグルーピングコンポーネントによって実行され得る。
【０１８７】
　[00200]ブロック２１２０において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースの第
１のセットを使用して、送信の第１のセットを第１のＵＥと第２のＵＥとに送信し得る。
いくつかの例では、ブロック２１２０の動作は、図１２および図１３を参照しながら説明
されたような送信構成コンポーネントによって実行され得、それは、図１１または図１２
を参照しながら説明されたような送信機１１１０または送信機１２３０、あるいは図１４
を参照しながら説明されたような（１つまたは複数の）アンテナ１４３０および（１つま
たは複数の）トランシーバ１４２５と協働して動作し得る。
【０１８８】
　[00201]ブロック２１２５において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、第２のＴＴＩ持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースの第
２のセットを使用して、送信の第２のセットを送信し得る。いくつかの例では、ブロック
２１２５の動作は、図１２および図１３を参照しながら説明されたような送信構成コンポ
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ーネントによって実行され得、それは、図１１または図１２を参照しながら説明されたよ
うな送信機１１１０または送信機１２３０、あるいは図１４を参照しながら説明されたよ
うな（１つまたは複数の）アンテナ１４３０および（１つまたは複数の）トランシーバ１
４２５と協働して動作し得る。
【０１８９】
　[00202]ブロック２１３０において、第１のグループ識別情報が第１のブロードキャス
トサービスに関連するとき、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記で説明され
たように、第２のサービスに関連する第２のグループ識別情報を用いて第１のＵＥと少な
くとも１つの他のＵＥとを構成し得る。いくつかの例では、ブロック２１３０の動作は、
図１２および図１３を参照しながら説明されたように、ＵＥグルーピングコンポーネント
によって実行され得る。
【０１９０】
　[00203]ブロック２１３５において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、第２のサービスの送信の第３のセットを第１のＵＥと少なくとも１
つの他のＵＥとに送信し得る。いくつかの例では、ブロック２１３５の動作は、図１２お
よび図１３を参照しながら説明されたようなＵＥグルーピングコンポーネントによって実
行され得、それは、図１１または図１２を参照しながら説明されたような送信機１１１０
または送信機１２３０、あるいは図１４を参照しながら説明されたような（１つまたは複
数の）アンテナ１４３０および（１つまたは複数の）トランシーバ１４２５と協働して動
作し得る。
【０１９１】
　[00204]図２２は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信のための方法２２０
０を示すフローチャートを示す。方法２２００の動作は、図１、図２、図６および図１１
～図１４を参照しながら説明されたように、基地局１０５などのデバイスまたはそれのコ
ンポーネントによって実装され得る。たとえば、方法２２００の動作は、本明細書で説明
されるように、基地局低レイテンシ通信マネージャによって実行され得る。いくつかの例
では、基地局１０５は、以下で説明される機能を実行するようにデバイスの機能要素を制
御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、基地局１０５は、専
用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。
【０１９２】
　[00205]ブロック２２０５において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、送信の第１のセットを少なくとも第１のＵＥと第２のＵＥとに送信
するための第１のＴＴＩ持続時間と、送信の第２のセットを１つまたは複数のＵＥに送信
するための第２のＴＴＩ持続時間とを識別し得、ここで、第２のＴＴＩ持続時間は第１の
ＴＴＩ持続時間よりも長い。いくつかの例では、ブロック２２０５の動作は、図１２およ
び図１３を参照しながら説明されたように、ＴＴＩ識別コンポーネントによって実行され
得る。
【０１９３】
　[00206]ブロック２２１０において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、第１のＵＥと第２のＵＥとが送信の第１のセットを受信するべきで
あると決定し得る。いくつかの例では、ブロック２２１０の動作は、図１２および図１３
を参照しながら説明されたように、ＵＥ決定コンポーネントによって実行され得る。
【０１９４】
　[00207]ブロック２２１５において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースの第
１のセットを使用して、送信の第１のセットを第１のＵＥと第２のＵＥとに送信し得る。
いくつかの例では、ブロック２２１５の動作は、図１２および図１３を参照しながら説明
されたような送信構成コンポーネントによって実行され得、それは、図１１または図１２
を参照しながら説明されたような送信機１１１０または送信機１２３０、あるいは図１４
を参照しながら説明されたような（１つまたは複数の）アンテナ１４３０および（１つま
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たは複数の）トランシーバ１４２５と協働して動作し得る。
【０１９５】
　[00208]ブロック２２２０において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、第２のＴＴＩ持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースの第
２のセットを使用して、送信の第２のセットを送信し得る。いくつかの例では、ブロック
２２２０の動作は、図１２および図１３を参照しながら説明されたような送信構成コンポ
ーネントによって実行され得、それは、図１１または図１２を参照しながら説明されたよ
うな送信機１１１０または送信機１２３０、あるいは図１４を参照しながら説明されたよ
うな（１つまたは複数の）アンテナ１４３０および（１つまたは複数の）トランシーバ１
４２５と協働して動作し得る。
【０１９６】
　[00209]ブロック２２２５において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、１つまたは複数の第１のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータを１つまたは複
数の第２のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータとは別々に構成し得る。いくつかの例では、ブロッ
ク２２２５の動作は、図１２および図１３を参照しながら説明されたように、ＤＲＸコン
ポーネントによって実行され得る。
【０１９７】
　[00210]ブロック２２３０において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、１つまたは複数の第１のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータと１つまたは複
数の第２のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータとを第１のＵＥと第２のＵＥとに送信し得る。いく
つかの例では、ブロック２２３０の動作は、図１２および図１３を参照しながら説明され
たようなＤＲＸコンポーネントによって実行され得、それは、図１１または図１２を参照
しながら説明されたような送信機１１１０または送信機１２３０、あるいは図１４を参照
しながら説明されたような（１つまたは複数の）アンテナ１４３０および（１つまたは複
数の）トランシーバ１４２５と協働して動作し得る。
【０１９８】
　[00211]図２３は、本開示の態様による、低レイテンシＰＴＭ通信のための方法２３０
０を示すフローチャートを示す。方法２３００の動作は、図１、図２、図６、および図１
１～図１４を参照しながら説明されたように、基地局１０５などのデバイスまたはそれの
コンポーネントによって実装され得る。たとえば、方法２３００の動作は、本明細書で説
明されるように、基地局低レイテンシ通信マネージャによって実行され得る。いくつかの
例では、基地局１０５は、以下で説明される機能を実行するようにデバイスの機能要素を
制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、基地局１０５は、
専用ハードウェアを使用して、以下で説明される機能態様を実行し得る。
【０１９９】
　[00212]ブロック２３０５において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、送信の第１のセットを少なくとも第１のＵＥと第２のＵＥとに送信
するための第１のＴＴＩ持続時間と、送信の第２のセットを１つまたは複数のＵＥに送信
するための第２のＴＴＩ持続時間とを識別し得、ここで、第２のＴＴＩ持続時間は第１の
ＴＴＩ持続時間よりも長い。いくつかの例では、ブロック２３０５の動作は、図１２およ
び図１３を参照しながら説明されたように、ＴＴＩ識別コンポーネントによって実行され
得る。
【０２００】
　[00213]ブロック２３１０において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、第１のＵＥと第２のＵＥとが送信の第１のセットを受信するべきで
あると決定し得る。いくつかの例では、ブロック２３１０の動作は、図１２および図１３
を参照しながら説明されたように、ＵＥ決定コンポーネントによって実行され得る。
【０２０１】
　[00214]ブロック２３１５において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、ユニキャスト送信が送信の第１のセットの送信とコンカレントに送
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信されるべきであると決定し得る。いくつかの例では、ブロック２３１５の動作は、図１
２および図１３を参照しながら説明されたように、ユニキャストコンポーネントによって
実行され得る。
【０２０２】
　[00215]ブロック２３２０において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、送信の第１のセットをユニキャスト送信よりも優先し得る。いくつ
かの例では、ブロック２３２０の動作は、図１２および図１３を参照しながら説明された
ように、ユニキャストコンポーネントによって実行され得る。
【０２０３】
　[00216]ブロック２３２５において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースの第
１のセットを使用して、送信の第１のセットを第１のＵＥと第２のＵＥとに送信し得る。
いくつかの例では、ブロック２３２５の動作は、図１２および図１３を参照しながら説明
されたような送信構成コンポーネントによって実行され得、それは、図１１または図１２
を参照しながら説明されたような送信機１１１０または送信機１２３０、あるいは図１４
を参照しながら説明されたような（１つまたは複数の）アンテナ１４３０および（１つま
たは複数の）トランシーバ１４２５と協働して動作し得る。
【０２０４】
　[00217]ブロック２３３０において、基地局１０５は、図２～図６を参照しながら上記
で説明されたように、第２のＴＴＩ持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースの第
２のセットを使用して、送信の第２のセットを送信し得る。いくつかの例では、ブロック
２３３０の動作は、図１２および図１３を参照しながら説明されたような送信構成コンポ
ーネントによって実行され得、それは、図１１または図１２を参照しながら説明されたよ
うな送信機１１１０または送信機１２３０、あるいは図１４を参照しながら説明されたよ
うな（１つまたは複数の）アンテナ１４３０および（１つまたは複数の）トランシーバ１
４２５と協働して動作し得る。
【０２０５】
　[00218]これらの方法は可能な実装形態を表すこと、ならびに動作およびステップは、
他の実装形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得る
ことに留意されたい。いくつかの例では、方法のうちの２つまたはそれ以上からの態様が
組み合わせられ得る。たとえば、方法の各々の態様は、他の方法のステップまたは態様、
あるいは本明細書で説明される他のステップまたは技法を含み得る。したがって、本開示
の態様は、低レイテンシポイントツーマルチポイント通信を与え得る。
【０２０６】
　[00219]本明細書の説明は、当業者が本開示を作成または使用することができるように
与えられる。本開示への様々な変更は当業者には容易に明らかとなり、本明細書で定義さ
れた一般原理は、本開示の範囲から逸脱することなく他の変形形態に適用され得る。した
がって、本開示は、本明細書で説明された例および設計に限定されるべきでなく、本明細
書で開示された原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられるべきである。
【０２０７】
　[00220]本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行される
ソフトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組合せで実装され得る。プロセッ
サによって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、１つまたは複数の命令ま
たはコードとして、コンピュータ可読媒体上に記憶されるか、またはコンピュータ可読媒
体を介して送信され得る。他の例および実装形態は、本開示の範囲内および添付の特許請
求の範囲内に入る。たとえば、ソフトウェアの性質により、上記で説明された機能は、プ
ロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイ
ヤリング、またはこれらのうちのいずれかの組合せを使用して実装され得る。機能を実装
する特徴は、機能の部分が、異なる物理的ロケーションにおいて実装されるように分配さ
れることを含めて、様々な位置に物理的に配置され得る。特許請求の範囲を含めて、本明
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細書で使用される場合、２つ以上の項目の列挙中で使用されるとき、「および／または」
という用語は、列挙された項目のうちのいずれか１つが単独で採用され得ること、または
列挙された項目のうちの２つ以上の任意の組合せが採用され得ることを意味する。たとえ
ば、組成が、コンポーネントＡ、Ｂ、および／またはＣを含んでいると記述されている場
合、その組成は、Ａのみ、Ｂのみ、Ｃのみ、ＡとＢの組合せ、ＡとＣの組合せ、ＢとＣの
組合せ、またはＡとＢとＣの組合せを含んでいることがある。また、特許請求の範囲を含
めて、本明細書で使用される場合、項目の列挙（たとえば、「のうちの少なくとも１つ」
または「のうちの１つまたは複数」などの句で終わる項目の列挙）中で使用される「また
は」は、たとえば、項目の列挙「のうちの少なくとも１つ」を指す句が、単一のメンバー
を含む、それらの項目の任意の組合せを指すような包括的列挙を示す。一例として、「Ａ
、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つ」は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ａ－Ｂ、Ａ－Ｃ、Ｂ－Ｃ、お
よびＡ－Ｂ－Ｃ、ならびに複数の同じ要素をもつ任意の組合せ（たとえば、Ａ－Ａ、Ａ－
Ａ－Ａ、Ａ－Ａ－Ｂ、Ａ－Ａ－Ｃ、Ａ－Ｂ－Ｂ、Ａ－Ｃ－Ｃ、Ｂ－Ｂ、Ｂ－Ｂ－Ｂ、Ｂ－
Ｂ－Ｃ、Ｃ－Ｃ、およびＣ－Ｃ－Ｃ、またはＡ、Ｂ、およびＣの任意の他の順序）をカバ
ーするものとする。
【０２０８】
　[00221]本明細書で使用される「に基づいて」という句は、条件の閉集合への参照とし
て解釈されないものとする。たとえば、「条件Ａに基づいて」と記述された例示的な特徴
は、本開示の範囲から逸脱することなく条件Ａと条件Ｂの両方に基づき得る。言い換えれ
ば、本明細書で使用される「に基づいて」という句は、「に少なくとも部分的に基づいて
」という句と同様にして解釈されるものとする。
【０２０９】
　[00222]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラム
の転送を可能にする任意の媒体を含む、非一時的コンピュータ記憶媒体と通信媒体の両方
を含む。非一時的記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされ得る任
意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュータ可読媒体
は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取り専用メモリ（ＥＥＰＲＯＭ（
登録商標））、フラッシュメモリ、ＣＤ－ＲＯＭまたは他の光ディスクストレージ、磁気
ディスクストレージまたは他の磁気ストレージデバイス、あるいは命令またはデータ構造
の形態の所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用され得、汎用もし
くは専用コンピュータ、または汎用もしくは専用プロセッサによってアクセスされ得る、
任意の他の非一時的媒体を備えることができる。また、いかなる接続もコンピュータ可読
媒体と適切に呼ばれる。たとえば、ソフトウェアが、同軸ケーブル、光ファイバケーブル
、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、無線、およびマイクロ
波などのワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、サーバ、または他のリモートソース
から送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、ＤＳＬ、また
は赤外線、無線、およびマイクロ波などのワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本
明細書で使用されるディスク（disk）およびディスク（disc）は、コンパクトディスク（
disc）（ＣＤ）、レーザーディスク（登録商標）（disc）、光ディスク（disc）、デジタ
ル多用途ディスク（disc）（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）ディスク（disk）、およ
びＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスク（disc）を含み、ここで、ディスク（disk）は通
常、データを磁気的に再生し、ディスク（disc）は、データをレーザーで光学的に再生す
る。上記の組合せもコンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０２１０】
　[00223]本明細書で説明された技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割多元接
続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭ
Ａ）、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他のシステムな
ど、様々なワイヤレス通信システムのために使用され得る。「システム」および「ネット
ワーク」という用語は、しばしば互換的に使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２
０００、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ：Universal Terrestrial Radio Ac
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cess）などの無線技術を実装し得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５
、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは、ＣＤＭ
Ａ２０００　１Ｘ、１Ｘなどと呼ばれることがある。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は
、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ：High Rate Pack
et Data）などと呼ばれることがある。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録
商標）：Wideband CDMA）およびＣＤＭＡの他の変形態を含む。ＴＤＭＡシステムは、モ
バイル通信用グローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標）：Global System for Mobile Com
munications）などの無線技術を実装し得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイル
ブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ：Evolved UTRA）、米国電気
電子技術者協会（ＩＥＥＥ）８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（Ｗｉ
ＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標）などの無線技術を
実装し得る。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイルテレコミュニケーシ
ョンズシステム（ＵＭＴＳ：Universal Mobile Telecommunications System）の一部であ
る。３ＧＰＰ（登録商標）　ＬＴＥおよびＬＴＥ－Ａは、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴ
Ｓの新しいリリースである。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、
およびＧＳＭは、「第３世代パートナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ：3rd Generati
on Partnership Project）と称する団体からの文書に記載されている。ＣＤＭＡ２０００
およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジェクト２」（３ＧＰＰ２：3rd Gene
ration Partnership Project 2）と称する団体からの文書に記載されている。本明細書で
説明された技法は、無認可または共有帯域幅を介したセルラー（たとえば、ＬＴＥ）通信
を含む、上述のシステムおよび無線技術、ならびに他のシステムおよび無線技術のために
使用され得る。ただし、本開示で説明された特徴は、例としてＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａシステ
ムについて説明し、上記の説明の大部分においてＬＴＥ用語が使用されるが、本技法はＬ
ＴＥ／ＬＴＥ－Ａ適用例以外に適用可能である。
【０２１１】
　[00224]本明細書で説明されたネットワークを含む、ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク
では、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は、概して、基地局を表すために使用され得
る。本明細書で説明された１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なるタイプの
ｅＮＢが様々な地理的領域にカバレージを与える、異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワーク
を含み得る。たとえば、各ｅＮＢまたは基地局は、マクロセル、スモールセル、または他
のタイプのセルに通信カバレージを与え得る。「セル」という用語は、コンテキストに応
じて、基地局、基地局に関連するキャリアまたはコンポーネントキャリア（ＣＣ）、ある
いはキャリアまたは基地局のカバレージエリア（たとえば、セクタなど）を表すために使
用され得る。
【０２１２】
　[00225]基地局は、基地トランシーバ局、無線基地局、アクセスポイント（ＡＰ）、無
線トランシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノードＢ
、または何らかの他の好適な用語を含み得るか、あるいはそのように当業者によって呼ば
れることがある。基地局のための地理的カバレージエリアは、カバレージエリアの一部分
のみを構成するセクタに分割され得る。本明細書で説明された１つまたは複数のワイヤレ
ス通信システムは、異なるタイプの基地局（たとえば、マクロまたはスモールセル基地局
）を含み得る。本明細書で説明されたＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、リレ
ー基地局などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可
能であり得る。異なる技術のための重複する地理的カバレージエリアがあり得る。いくつ
かの場合には、異なるカバレージエリアは異なる通信技術に関連し得る。いくつかの場合
には、ある通信技術のためのカバレージエリアは、別の技術に関連するカバレージエリア
と重複し得る。異なる技術が、同じ基地局に、または異なる基地局に関連し得る。
【０２１３】
　[00226]マクロセルは、概して、比較的大きい地理的エリア（たとえば、半径数キロメ
ートル）をカバーし、ネットワークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制
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限アクセスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、マクロセルと同じ
または異なる（たとえば、認可、無認可などの）周波数帯域内で動作し得る、低電力基地
局である。スモールセルは、様々な例によれば、ピコセル、フェムトセル、およびマイク
ロセルを含み得る。ピコセルは、たとえば、小さい地理的エリアをカバーし得、ネットワ
ークプロバイダのサービスに加入しているＵＥによる無制限アクセスを可能にし得る。フ
ェムトセルは、小さい地理的エリア（たとえば、自宅）を同じくカバーし得、フェムトセ
ルとの関連を有するＵＥ（たとえば、限定加入者グループ（ＣＳＧ：closed subscriber 
group）中のＵＥ、自宅内のユーザのためのＵＥなど）による制限付きアクセスを与え得
る。マクロセルのためのｅＮＢはマクロｅＮＢと呼ばれることがある。スモールセルのた
めのｅＮＢは、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢまたはホームｅＮＢと
呼ばれることがある。ｅＮＢは、１つまたは複数の（たとえば、２つ、３つ、４つなどの
）セル（たとえば、ＣＣ）をサポートし得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮ
Ｂ、リレー基地局などを含む、様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信する
ことが可能であり得る。
【０２１４】
　[00227]本明細書で説明された１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、同期動作
または非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、基地局は同様のフレームタイミン
グを有し得、異なる基地局からの送信は近似的に時間的にアラインされ得る。非同期動作
の場合、基地局は異なるフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送信は時間的
にアラインされないことがある。本明細書で説明された技法は、同期動作または非同期動
作のいずれかのために使用され得る。
【０２１５】
　[00228]本明細書で説明されたＤＬ送信は順方向リンク送信と呼ばれることもあり、Ｕ
Ｌ送信は逆方向リンク送信と呼ばれることもある。たとえば、図１および図２のワイヤレ
ス通信システム１００および２００を含む、本明細書で説明された各通信リンクは、１つ
または複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、複数のサブキャリアからなる信
号（たとえば、異なる周波数の波形信号）であり得る。各被変調信号は、異なるサブキャ
リア上で送られ得、制御情報（たとえば、基準信号、制御チャネルなど）、オーバーヘッ
ド情報、ユーザデータなどを搬送し得る。本明細書で説明された通信リンク（たとえば、
図１の通信リンク１２５）は、周波数分割複信（ＦＤＤ）動作を使用して（たとえば、対
（paired）スペクトルリソースを使用して）または時分割複信（ＴＤＤ）動作を使用して
（たとえば、不対（unpaired）スペクトルリソースを使用して）双方向通信を送信し得る
。ＦＤＤ（たとえば、フレーム構造タイプ１）およびＴＤＤ（たとえば、フレーム構造タ
イプ２）のためのフレーム構造が定義され得る。
【０２１６】
　[00229]したがって、本開示の態様は、低レイテンシポイントツーマルチポイント通信
を与え得る。これらの方法は可能な実装形態を表すこと、ならびに動作およびステップは
、他の実装形態が可能であるように、並べ替えられるかまたは場合によっては変更され得
ることに留意されたい。いくつかの例では、方法のうちの２つまたはそれ以上からの態様
が組み合わせられ得る。
【０２１７】
　[00230]本明細書の開示に関して説明された様々な例示的なブロックおよびコンポーネ
ントは、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまた
は他のプログラマブル論理デバイス、個別ゲートまたはトランジスタ論理、個別ハードウ
ェアコンポーネント、あるいは本明細書で説明された機能を実行するように設計されたそ
れらの任意の組合せを用いて実装または実行され得る。汎用プロセッサはマイクロプロセ
ッサであり得るが、代替として、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ
、マイクロコントローラ、または状態機械であり得る。プロセッサは、コンピューティン
グデバイスの組合せ、たとえば、ＤＳＰとマイクロプロセッサとの組合せ、複数のマイク
ロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携する１つまたは複数のマイクロプロセッサ、または任意
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の他のそのような構成としても実装され得る。したがって、本明細書で説明された機能は
、１つまたは複数の他の処理ユニット（またはコア）によって、少なくとも１つの集積回
路（ＩＣ）上で実行され得る。様々な例では、当技術分野で知られている任意の様式でプ
ログラムされ得る、異なるタイプのＩＣ（たとえば、ストラクチャード／プラットフォー
ムＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または別のセミカスタムＩＣ）が使用され得る。各ユニットの機
能はまた、全体的にまたは部分的に、１つまたは複数の汎用または特定用途向けプロセッ
サによって実行されるようにフォーマットされた、メモリ中に組み込まれた命令を用いて
実装され得る。
【０２１８】
　[00231]当業者に知られている、または後に知られることになる、本開示全体にわたっ
て説明される様々な態様の要素のすべての構造的および機能的等価物は、参照により本明
細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲に包含されるものである。その上、本明細書で
開示されるいかなることも、そのような開示が特許請求の範囲に明示的に具陳されている
かどうかにかかわらず、公に供するものではない。「モジュール」、「機構」、「要素」
、「デバイス」などという単語は、「手段」という単語の代用でないことがある。したが
って、いかなるクレーム要素も、その要素が「ための手段」という句を使用して明確に具
陳されていない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］　ワイヤレス通信のための方法であって、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）において、２つまたはそれ以上のＵＥを対象とする送信の第
１のセットのためにワイヤレスリソースの第１のセットを割り振る第１の制御チャネル送
信と、前記第１のＵＥを対象とする送信の第２のセットのためにワイヤレスリソースの第
２のセットを割り振る第２の制御チャネル送信とを受信することと、
　送信の前記第１のセットの受信のための第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間と、前
記第１のＵＥを対象とする送信の前記第２のセットの受信のための第２のＴＴＩ持続時間
とを識別することと、ここにおいて、前記第２のＴＴＩ持続時間が前記第１のＴＴＩ持続
時間よりも長く、
　前記第１の制御チャネル送信の受信に少なくとも部分的に基づいて、送信の前記第１の
セットが前記第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定することと、
　前記決定することに応答して、ワイヤレスリソースの前記第１のセットを使用して、送
信の前記第１のセットを受信することと、ここにおいて、ワイヤレスリソースの前記第１
のセットが前記第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成され、
　を備える、方法。
［Ｃ２］　前記第１の制御チャネル送信が、送信の前記第１のセットのためのスケジュー
リング情報または後続の制御チャネル送信を監視するための監視持続時間のうちの１つま
たは複数を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］　送信の前記第１のセットが、ワイヤレスリソースの前記第１のセットによって
識別されるトラフィックチャネルを介して受信される、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ４］　前記トラフィックチャネルが、送信の前記第２のセットのために使用される物
理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の一部分を備える、Ｃ３に記載の方法。
［Ｃ５］　前記第１のＴＴＩ持続時間と前記第２のＴＴＩ持続時間とを識別することは、
　前記第２のＴＴＩ持続時間が無線フレームのサブフレームの持続時間に対応し、前記第
１のＴＴＩ持続時間が前記サブフレームの前記持続時間の一部分に対応すると決定するこ
と
　を備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］　前記サブフレームの前記持続時間が、２つまたはそれ以上の直交周波数分割多
重（ＯＦＤＭ）シンボル期間を備え、ここにおいて、前記第１のＴＴＩ持続時間が、前記
ＯＦＤＭシンボル期間のうちの１つまたは複数に対応する、Ｃ５に記載の方法。
［Ｃ７］　前記サブフレームの前記持続時間が、前記第１のＴＴＩ持続時間を有する第１
のＴＴＩのセットを備え、ここにおいて、送信の前記第１のセットが、異なるサブフレー
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ム内の同じ第１のＴＴＩロケーションにおいて送信される、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］　前記第１のＵＥが、第１のグループ識別情報を有し、ここにおいて、送信の前
記第１のセットが前記第１のＵＥによって受信されるべきであると決定することが、前記
第１のグループ識別情報と送信の前記第１のセットに関連するグループインジケーション
とに少なくとも部分的に基づく、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］　前記第１のグループ識別情報が、第１のブロードキャストサービスに関連し、
ここにおいて、前記方法は、
　第２のサービスに関連する前記第１のＵＥの第２のグループ識別情報を識別することと
、
　前記第２のグループ識別情報と、２つまたはそれ以上のＵＥを対象とし、前記第２のサ
ービスに関連する送信の第３のセットに関連する第２のグループインジケーションとに少
なくとも部分的に基づいて、送信の前記第３のセットが、前記第１のＵＥにおいて受信さ
れるべきであると決定することと
　をさらに備える、Ｃ８に記載の方法。
［Ｃ１０］　送信の前記第３のセットが、前記第１のＴＴＩ持続時間を使用し、ここにお
いて、前記方法が、
　前記第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースのセットを使用して
送信の前記第３のセットを受信すること
　をさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１１］　送信の前記第１のセットが、１つまたは複数のサブフレームの第１のスロッ
トにおいて送信され、送信の前記第３のセットが、前記１つまたは複数のサブフレームの
第２のスロットにおいて送信され、前記１つまたは複数のサブフレームの前記第１のスロ
ットと、より多くのサブフレームのうちの前記１つの前記第２のスロットとが、前記第１
のＴＴＩ持続時間を有する、Ｃ１０に記載の方法。
［Ｃ１２］　前記第１のＵＥにおいて、送信の前記第３のセットを受信するための第３の
ＴＴＩ持続時間を識別することと、
　前記第３のＴＴＩ持続時間を用いて構成されるワイヤレスリソースのセットを使用して
送信の前記第３のセットを受信することと
　をさらに備える、Ｃ９に記載の方法。
［Ｃ１３］　前記第１の制御チャネル送信が前記第１のＴＴＩ持続時間を示す、Ｃ１に記
載の方法。
［Ｃ１４］　前記第１のＴＴＩ持続時間の前記インジケーションが、送信の前記第１のセ
ットを含むダウンリンクワイヤレスリソースのインジケーションにおいて動的に受信され
る、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１５］　前記第１のＴＴＩ持続時間の前記インジケーションが、送信の前記第１のセ
ットに関連する１つまたは複数のパラメータを構成するシステム情報ブロック（ＳＩＢ）
において半静的に受信される、Ｃ１３に記載の方法。
［Ｃ１６］　前記第１のＴＴＩ持続時間が、前記第１のＵＥに送信されるユニキャスト送
信のセットを受信するための低レイテンシＴＴＩの持続時間と対応する、Ｃ１に記載の方
法。
［Ｃ１７］　１つまたは複数の第１のＴＴＩ間欠受信（ＤＲＸ）パラメータを１つまたは
複数の第２のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータとは別々に構成すること
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１８］　前記構成することは、
　送信の前記第１のセットが前記第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定される
とき、ＤＲＸを中止すること、
　送信の前記第１のセットのトラフィックタイプに少なくとも部分的に基づいて、前記１
つまたは複数の第１のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータを設定すること、または
　前記第２のＴＴＩ持続時間に基づいて第１のＴＴＩ　ＤＲＸ周期性またはオフセットを
設定することおよび前記第１のＴＴＩ持続時間に基づいて第１のＴＴＩ　ＤＲＸオン持続
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時間を設定すること
のうちの１つまたは複数を備える、Ｃ１７に記載の方法。
［Ｃ１９］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）において、２つまたはそれ以上のＵＥを対象とする送信の第
１のセットのためにワイヤレスリソースの第１のセットを割り振る第１の制御チャネル送
信と、前記第１のＵＥを対象とする送信の第２のセットのためにワイヤレスリソースの第
２のセットを割り振る第２の制御チャネル送信とを受信するための手段と、
　送信の前記第１のセットの受信のための第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間と、前
記第１のＵＥを対象とする送信の前記第２のセットの受信のための第２のＴＴＩ持続時間
とを識別するための手段と、ここにおいて、前記第２のＴＴＩ持続時間が前記第１のＴＴ
Ｉ持続時間よりも長く、
　前記第１の制御チャネル送信の受信に少なくとも部分的に基づいて、送信の前記第１の
セットが前記第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定するための手段と、
　前記決定することに応答して、ワイヤレスリソースの前記第１のセットを使用して、送
信の前記第１のセットを受信するための手段と、ここにおいて、ワイヤレスリソースの前
記第１のセットが前記第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成され、
　を備える、装置。
［Ｃ２０］　前記第１の制御チャネル送信が、送信の前記第１のセットのためのスケジュ
ーリング情報または後続の制御チャネル送信を監視するための監視持続時間のうちの１つ
または複数を備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２１］　送信の前記第１のセットが、ワイヤレスリソースの前記第１のセットによっ
て識別されるトラフィックチャネルを介して受信される、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２２］　前記トラフィックチャネルが、送信の前記第２のセットのために使用される
物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）の一部分を備える、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］　前記第１のＴＴＩ持続時間と前記第２のＴＴＩ持続時間とを識別するための
前記手段は、
　前記第２のＴＴＩ持続時間が無線フレームのサブフレームの持続時間に対応し、前記第
１のＴＴＩ持続時間が前記サブフレームの前記持続時間の一部分に対応すると決定するた
めの手段
　を備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２４］　前記第１のＵＥが、第１のグループ識別情報を有し、ここにおいて、送信の
前記第１のセットが前記第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定するための前記
手段が、前記第１のグループ識別情報と送信の前記第１のセットに関連するグループイン
ジケーションとに少なくとも部分的に基づいて動作可能である、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２５］　前記第１のグループ識別情報が、第１のブロードキャストサービスに関連し
、前記装置は、
　第２のサービスに関連する前記第１のＵＥの第２のグループ識別情報を識別するための
手段と、
　前記第２のグループ識別情報と、２つまたはそれ以上のＵＥを対象とし、前記第２のサ
ービスに関連する送信の第３のセットに関連する第２のグループインジケーションとに少
なくとも部分的に基づいて、送信の前記第３のセットが、前記第１のＵＥにおいて受信さ
れるべきであると決定するための手段と
　をさらに備える、Ｃ２４に記載の装置。
［Ｃ２６］　前記第１の制御チャネル送信が前記第１のＴＴＩ持続時間を示す、Ｃ１９に
記載の装置。
［Ｃ２７］　前記第１のＴＴＩ持続時間が、前記第１のＵＥに送信されるユニキャスト送
信のセットを受信するための低レイテンシＴＴＩの持続時間と対応する、Ｃ１９に記載の
装置。
［Ｃ２８］　１つまたは複数の第１のＴＴＩ間欠受信（ＤＲＸ）パラメータを１つまたは
複数の第２のＴＴＩ　ＤＲＸパラメータとは別々に構成するための手段
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　をさらに備える、Ｃ１９に記載の装置。
［Ｃ２９］　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信しているメモリと、
　前記メモリに記憶された命令と
を備え、前記命令は、前記プロセッサによって実行されたとき、前記装置に、
　　第１のユーザ機器（ＵＥ）において、２つまたはそれ以上のＵＥを対象とする送信の
第１のセットのためにワイヤレスリソースの第１のセットを割り振る第１の制御チャネル
送信と、前記第１のＵＥを対象とする送信の第２のセットのためにワイヤレスリソースの
第２のセットを割り振る第２の制御チャネル送信とを受信することと、
　　送信の前記第１のセットの受信のための第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間と、
前記第１のＵＥを対象とする送信の前記第２のセットの受信のための第２のＴＴＩ持続時
間とを識別することと、ここにおいて、前記第２のＴＴＩ持続時間が前記第１のＴＴＩ持
続時間よりも長く、
　　前記第１の制御チャネル送信の受信に少なくとも部分的に基づいて、送信の前記第１
のセットが前記第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定することと、
　　前記決定することに応答して、ワイヤレスリソースの前記第１のセットを使用して、
送信の前記第１のセットを受信することと、ここにおいて、ワイヤレスリソースの前記第
１のセットが前記第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成され、
　を行わせるように動作可能である、装置。
［Ｃ３０］　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体で
あって、前記コードは、
　第１のユーザ機器（ＵＥ）において、２つまたはそれ以上のＵＥを対象とする送信の第
１のセットのためにワイヤレスリソースの第１のセットを割り振る第１の制御チャネル送
信と、前記第１のＵＥを対象とする送信の第２のセットのためにワイヤレスリソースの第
２のセットを割り振る第２の制御チャネル送信とを受信することと、
　送信の前記第１のセットの受信のための第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）持続時間と、前
記第１のＵＥを対象とする送信の前記第２のセットの受信のための第２のＴＴＩ持続時間
とを識別することと、ここにおいて、前記第２のＴＴＩ持続時間が前記第１のＴＴＩ持続
時間よりも長く、
　前記第１の制御チャネル送信の受信に少なくとも部分的に基づいて、送信の前記第１の
セットが前記第１のＵＥにおいて受信されるべきであると決定することと、
　前記決定することに応答して、ワイヤレスリソースの前記第１のセットを使用して、送
信の前記第１のセットを受信することと、ここにおいて、ワイヤレスリソースの前記第１
のセットが前記第１のＴＴＩ持続時間を用いて構成され、
　を行うために実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可読媒体。
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